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９月議会で決まった補正予算・条例

対象者 県内に対象施設を設置した「承認地域経済
牽引事業者」

対象施設

「承認地域経済牽引事業」で使用する家屋、
構築物、土地で取得価額合計額が１億円を
超えるもの（農林漁業とその関連業種につ
いては5,000万円を超えるもの）

対象期間 ３年度間

一般会計の主な事業
( 仮称 ) 萩市基本ビジョン策定事業（新規） 　 ４２万円
　市民と行政が目指すべきまちの将来像を共有し、更な
る市勢の発展につなげていくため、萩市のまちづくりの
基本的な理念や目標、方針等を定めたビジョンを策定し
ます。

地域公共交通網形成計画策定事業（新規） 　３０４万円

　萩市のまちづくり
に寄与する持続可能
な公共交通を形成す
るため、公共交通の
マスタープランを策
定します。
　策定にあたって

は、現在策定作業を進めている「萩市立地適正化計画」（平
成30年度末策定予定）と整合性を図っていきます。
事業期間：〜31年度
総事業費：2,088万円

福栄コミュニティセンター整備事業（新規）１，０６６万円

条例の改正

萩市企業立地促進のための固定資産税の課税免除に関す
る条例の一部を改正する条例
　企業立地促進法等が改正され地域未来投資促進法が施
行されたことにあわせ、固定資産税の課税免除に関する
条例改正をしました。

固定資産税の課税免除について

移住促進対策事業（増額補正）　　　　　　　１００万円

財政課（２５・３４６９）問い合わせ

商工振興課（２５・３４６９）問い合わせ

　福栄コミュニティセンターと福栄総合事務所が老朽化
し、耐震性が確保されていないため、新たに地域コミュ
ニティ・地域行政の拠点となる施設を整備します（平成

29年度は地質調
査業務など）。
事業期間：〜 32
年度
総事業費：６億
1,253万円

　空き家情報バンク登
録物件の所有者が行う
家財道具等の処分費用
を助成する予算を増額
補正します。

現在の福栄コミュニティセンター

○手続きの流れ

・国の基本方針に基づき地方自治体が「基本計画」を策定
※山口県の基本計画（第１次：成長ものづくり分野）は
９月29日に国の同意を得ました。
・事業者は基本計画に基づく事業を実施する場合に「地
域経済牽引事業計画」を作成し、都道府県知事の承認を
受けることで、各種支援措置を受けられます

【国】
基本方針

【山口県】
基本計画

【事業者】
地域経済牽引事業計画

同意
⇨

承認
⇨

○県の定める地域経済牽引事業の承認要件地域未来投資促進法とは
〈要件①〉　地域の特性を活用すること
・山口県の基礎素材型産業、輸送用機械産業、医療関連
産業・環境エネルギー産業等の産業集積を活用した成
長ものづくり分野
 ・山口県の北部地域、東部地域(柳井地区)等の木材・木
製品製造業の産業集積を活用した成長ものづくり分野
など

〈要件②〉　高い付加価値を創出すること
・付加価値増加分　4,180万円超

〈要件③〉　いずれかの経済的効果が見込まれること
・取引額　3.5%以上増加
・売上げ　3.5%以上増加
・雇用者数　10%以上もしくは5人以上増加
・雇用者給与等支給額　12%以上もしくは2,700万円以
上増加

　地域の特性を生かして高い付加価値を創出し、地域の
事業者に対する経済的波及効果によって地域経済を牽引
する事業（地域経済牽引事業）の促進を目的としています。
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広
域
市
昇
格
20
周
年
記
念
式
典
に

参
加
す
る
た
め
、
先
月
末
、
韓
国
蔚

山
広
域
市
を
訪
問
し
た
。

　

萩
市
は
、
同
市
と
の
姉
妹
都
市
関

係
が
49
年
と
最
も
長
く
、
両
国
間
で

最
初
の
姉
妹
都
市
提
携
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
最
上
級
の
お
も
て
な
し
を

受
け
た
。
ま
た
、
蔚
山
広
域
市
長
か

ら
は
、
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年
と
な

る
来
年
、
萩
市
民
団
を
招
待
し
、
盛

大
に
周
年
行
事
を
実
施
し
た
い
と
の

申
し
出
を
頂
い
た
。

　

蔚
山
広
域
市
は
韓
国
財
閥
の
現
代

グ
ル
ー
プ
の
企
業
城
下
町
で
、
同
国

第
一
位
の
工
業
都
市
で
あ
る
。
姉
妹

都
市
締
結
時
の
人
口
は
萩
が
５
万
３

千
人
、
一
方
の
蔚
山
広
域
市
は
９
万

６
千
人
。
現
在
の
同
市
の
人
口
は
約

１
１
６
万
人
。

　

萩
市
と
蔚
山
広
域
市
と
の
交
流

は
、
近
年
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
青

少
年
な
ど
の
交
流
が
中
心
で
あ
る
。

　

韓
国
は
最
も
重
要
な
隣
国
で
あ

り
、
安
全
保
障
面
で
も
両
国
の
緊
密

な
連
携
は
不
可
欠
。
こ
の
た
め
民
間

交
流
は
閉
ざ
し
て
は
な
ら
ず
、
萩
市

と
し
て
も
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と

と
も
に
、
一
層
の
人
的
交
流
や
経
済

交
流
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

姉妹都市・韓国蔚山広域市昇格
２０周年記念式典に出席

■
市
長
コ
ラ
ム
No.6

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト

　９月28日、韓国蔚
ウルサン

山広域市において、広域市昇格
20周年となることを記念する式典が開催されました。
蔚山広域市の世界14カ国19都市の姉妹・友好都市が
招待され、萩市からは藤道市長が出席しました。
　昭和43年に姉妹都市提携を結び、来年、50周年と
いう記念の年を迎える萩市は、交流の歴史が19都市の
中で最も長く、式典では、藤道市長が、姉妹都市・友好
都市代表団を代表して、祝辞を述べました。

須佐の活イカが首都圏に販路拡大
　９月 24日、須佐地域に活イカ輸送のための試験場が
開設しました。これにより、活イカのまま輸送できる時
間が長くなり、東京をはじめとした大都市圏への輸送試
験が本格的に実施します。また、長期の蓄養が可能とな
ることから、天候等による漁獲量の変化に対応ができる
ようになり、出荷調整による漁業者の収入安定が期待さ
れます。
　須佐地域では、平成12年から活イカの直売などに取
り組んでおり、平成18年には「須佐男

みこと

命いか」の商標
登録を行いブランド化を推進しています。

イラン国の視察団が来萩　〜萩まちじゅう博物館と萩ジオパーク構想を視察〜

　９月 25日、イラン国ゲシュム島から行政や民間の研
修員８人が来萩し、萩まちじゅう博物館の取り組みや萩
ジオパーク構想の推進などによる持続可能な地域づくり
の現地視察などを行いました。
　今回の研修は、Ｊ

ジ ャ イ カ

ＩＣＡ（独立行政法人国際協力機構）
の「エコアイランド構想による地域のための持続可能な
開発計画策定プロジェクト」の一環として実施され、萩
博物館や萩・明倫学舎で講義を受けるとともに、城下町
や浜崎、笠山などを視察しました。

　視察メンバーからは、「道にゴミひとつなく、まちがき
れいなことが驚きで、市民が強制されることなく地域資
源の保全活動に協力していることが素晴らしい」という
意見や、まちなみ保存やジオパーク活動への参加・協力
を促すしくみ・制度について詳しい質問があがっていま
した。
　萩市では、平成 26、27年にもヨルダン国からの視察
受入実績があり、また、萩市がヨルダン国に職員を派遣
し、まちじゅう博物館構想のノウハウを指導しています。
　平成27年には「ア
ジア都市景観賞」も
受賞し、まちじゅう
博物館構想によるま
ちづくりは海外から
も大きく評価されて
います。

活イカ蓄養施設の試験場

　県漁協須佐地区
運営委員会の久

くはら

原
委員長は、「大都
市への出荷を機に
都市との交流も進
め、地元の活性化
につなげたい」と
意気込みを語りま
した。

城下町での視察の様子

　藤道市長
は、式典のほ
か歓迎レセプ
ション等の記
念行事にも参
加し、蔚山広
域市の金

キムギヒョン

起炫
市長と終始和
やかに歓談し
ていました。 金

キムギヒョン

起炫蔚山広域市長（左）と藤道市長
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市民提案型事業 「みんなの 150 年プロジェクト」
企画政策課（２５・３１０２）問い合わせ

■とき　10 月 29 日（日）午前８時～
午後２時
■ところ　大板山たたら製鉄遺跡周辺
■内容　▽ミニたたら操業（午前８時〜火
入れ、午後０時 30 分〜ケラ出し）
▽講演・ガイド（午前 10 時〜、10 時 40
分〜）

イベント開催情報！

大板山ミニたたら操業祭福栄
地域

火入れの様子

ケラ出しの様子

ー皆で丙辰丸の鉄造りに挑戦しようー

■演題「たたら炉の構造と製鉄工程について」

繋げよう　山陰道 一日も早い開通を目指して！

山陰道（益田～萩間）整備促進決起大会
地域が山陰道を必要としている声を国に届けるため決起大会を開催します。
多くの皆さんの参加をお願いします。
■とき　10月27日（金）午後１時30分～
■ところ　ＪＡあぶらんど萩  ３階大会議室

小倉百人一首競技かるた
国民文化祭・なら2017

（萩高校２年、須佐）
松原 愛

ま な み

奈美

（10月7日〜8日
　　奈良県）

萩・明倫学舎ホラーナイト

　ハロウィンにちなみ、日本最大級の木造校舎で１日
限定のおばけ屋敷を開催します。
■とき　10 月 28 日（土）午後６時〜９時（最終入
場は午後８時 45 分）
■ところ　萩・明倫学舎 本館
■内容　主人公「花ちゃん」のさがし物を館内で探す

〜ハロウィン花ちゃんのさがし物〜

お客さん参加型のおばけ屋敷。
■対象者　どなたでも（小学生以下
の場合は、保護者同伴）
■入場料　100 円
※お菓子のプレゼントがあります。
■問い合わせ　
ＮＰＯ萩明倫学舎（２１・０３０４）

■講師　小野興
こうたろう

太郎（福栄文化遺産活用保
存会会長）
▽踊り（紫福保育園）、太鼓演奏（福栄小・
中学校）、体験イベント（ペーパーナイフ
作り・たたらクイズ等）、特産品販売（た
たら丙辰丸饅頭等）、▽餅まき（午後１時
40 分〜）
■参加料　無料
■主催　秋のたたらまつり実行委員会
■問い合わせ　紫福支所（５３・０２１１）

■記念講演　
▽演題「山陰道と観光のまちづくり」
▽講師　梅

うめもと

元建
けんじ

治（ＮＰＯ長崎コンプラドール理事）
▽内容　過去最高の観光客を誘致し続ける長崎市。その成功
を支えているのは長崎の観光のまちづくりでした。まち歩き
観光「長崎さるく」や「長崎龍馬の道」などの紹介を通じて、
山陰道開通までに進めるべき観光のまちづくりを考えます。

■大会決議採択
■ガンバロー三唱
■意見発表　平野まゆみ（萩市観光協会）
■参加料　無料
※事前予約は不要。
※車でお越しの方は、市役所第３駐車場をご
利用ください。会場のＪＡあぶらんど萩駐車
場への駐車はご遠慮ください。
■主催　山陰自動車道（益田～萩間）整備促
進期成同盟会
■問い合わせ　土木課（２５・３８３２）梅元建治さん

信
し の ぶ

夫杯争奪日本大学ゴルフ対抗戦 （10月26日〜27日 千葉県）

［左から］濵
はまさき

崎 恵
けいご

虎（１年）、毛利 
辰
たつのり

徳（１年）、東
ひがし

 大
だいち

智（２年）、赤
あかざわ

澤 
亜
あ き と

樹斗（３年）、中野 弘
ひろき

樹（４年）、
安藤 裕

ゆうすけ

良（４年）

朝日杯争奪日本学生ゴルフ選手権

（至誠館大学３年）
赤
あかざわ

澤 亜
あ き と

樹斗

（10月24日〜25日 千葉県）

至誠館大学ゴルフ部
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2017
秋の地域
イベント情報

かわかみふるさとまつり

川上地域の秋の恒例イベントです。楽しい催しや
農林産物等の販売もあります。

11月5日㊐　9:30～15:15
川上公民館とその周辺
○×クイズ、鮎のつかみどり、スギ丸太早
切り競争、梅干しの種飛ばし競争、大豆の
早つまみ競争、もちまき

川上
地域

■と　き
■ところ
■内　容

川上地域コミュニティ協議会 ☎ 0838・54・2121 

江崎定置網朝市

新鮮な魚が大集合！売り切れ御免の鮮魚販売！

11月３日㊎㊗　8:00～12:00
（売り切れ次第終了）
江崎漁港市場内
定置網漁船帰港見学、鮮魚即売会、漁協女
性部による総菜販売

田万川
地域

■と　き

■ところ
■内　容

江崎漁業振興組合 ☎ 08387・2・0321

須佐地域ふるさとまつり

次代を担う子どもたちが参画する手づくりまつり

須佐
地域

11月３日㊎㊗　９:15～15:30
須佐総合事務所駐車場（雨天：須佐文化センター）
農林水産物等即売、飲食物販売、住民参加の元気
ステージ（保育園、小・中学生、一般による郷土芸能
等）、３万個の餅が宙を舞う日本最大級の餅まき

■と　き
■ところ
■内　容

 須佐地域ふるさとまつり実行委員会 
☎ 08387・6・2310

「つつじ」収穫大感謝祭

地元特産品が当たる福引抽選会があります。

旭
地域

10月29日㊐　9:00～15:00
（売り切れ次第終了）
農産物加工販売所「つつじ」
明木産新米コシヒカリの無料試食、野菜の販売、
餅つき体験、猪肉入り芋汁の無料配布など

■と　き

■ところ
■内　容

農産物加工販売所「つつじ」 ☎ 0838・55・5031 

農産物加工販売所

むつみふるさとまつり

みつめよう　奥阿武の地　むつみの絆

11月３日㊎㊗　9:30～14:40
むつみB&G海洋センター前庭
ジャンボしし鍋500食無料配布、小・中
学生による演技と歌のステージ、むつみ神
楽、福引大会、もちまき、猪の焼肉など

むつみ
地域

■と　き
■ところ
■内　容

むつみふるさとまつり実行委員会 ☎08388・6・0211

福栄ふるさとまつり

みんなで守ろう　たたらの里
11月３日㊎㊗　9:30～15:00
道の駅「ハピネスふくえ」周辺
歌謡ショー、大板山たたら太鼓、フワフワ
ドーム、神楽舞の奉納、特産品の販売、も
ちまき、まつたけ汁、福引抽選、フォトコ
ンテスト福栄表彰式

福栄
地域

■と　き
■ところ
■内　容

福栄ふるさとまつり実行委員会 ☎ 0838・52・0121

道の駅まつり旭
地域

10月29日㊐　9:00～15:00
（売り切れ次第終了）
道の駅「あさひ」
佐々並産新米コシヒカリおむすび・野菜・つ
きたての餅・焼き鳥・焼ソバの販売など

■と　き

■ところ
■内　容

道の駅「あさひ」 ☎ 0838・56・0278 

地元特産品が当たる福引抽選会があります。

長門峡もみじまつり

ベストシーズンの秋の長門峡で美しい紅葉を満喫
しませんか。

11月３日㊎㊗　10:00～15:00
長門峡竜宮淵駐車場
鮎のつかみどり（予定）、特産品の販売、
じゃんけん大会、もちまきなど

■と　き
■ところ
■内　容

長門峡もみじまつり実行委員会 ☎ 0838・54・2964 

川上
地域

イベントの秋。各地域で魅力的なまつりが開催されます。
地域のイベントを楽しんでみませんか。

■とき　10 月 29 日（日）午前 10 時〜正午
■ところ　萩・明倫学舎、萩博物館
■内容　萩市の学芸員が鹿児島県のゲスト解説員とともに、

「長州ファイブ」の展示について「薩摩スチューデント」と
絡めながら解説
▼萩・明倫学舎（２号館）編（午前 10 時～ 11 時 15 分）
▼萩博物館（「山尾庸三」企画展）編（午前 11 時 30 分～正午）
■参加料　無料（観覧料は必要）
※午後の部（基調講演、パネルディスカッション）は申し込
みの受付を終了しました。

○薩長「志」トークセッション　（事前申込不要）
薩長 ｢志」シンポジウム
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予算がどのように使われたか、財政状況が
どうなっているかをお知らせします。 財政課（２５・３４６９）問い合わせ

■前年度と比べ決算額が減少した主な理由
◦萩市東部集中豪雨災害の復旧事業が概ね完了
◦小中学校耐震化事業など大型事業の完了

歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳出
区分 主な使いみち 決算額 構成比

総務費 税金の管理や支所の運営
などに 52億8,609 万円 17.8％

民生費 子育て支援や高齢者医
療など福祉の充実に 88億8,667 万円 29.9％

衛生費 健康づくりやごみの処
理などに 25億7,501 万円 8.6％

農林水産
業費

農林水産業の振興や基
盤整備に 19億2,131 万円 6.4％

商工費 商工業の振興や観光振
興などに 11億4,872 万円 3.9％

土木費 道路や公園、住宅などの
整備に 17億7,178 万円 5.9％

消防費 救急、消防の活動に 11億5,194 万円 3.9％
教育費 小中学校や図書館など

の文化施設の運営に 27億2,644 万円 9.2％
災害復旧

費 災害復旧の事業に 1億2,002 万円 0.4％
公債費 市債の元金・利子の償還 39億2,455 万円 13.2％

議会費ほか 2億5,374 万円 0.8％
合　計 297億6,627 万円 100.0％

（前年比 32億5,343 万円減少）

　津波等の自然
災害やテロ、国
民保護等の緊急
情報を配信する
ため、防災行政
無線同報系ネッ
トワークの構築
を進めました。

新防災行政無線整備事業

　萩市内の適齢
伐期を迎えた豊
富な森林資源を
有効に活用する
ことを目的と
し、木材調達の
ための施設整備
を支援しまし
た。

地元産木材調達支援事業

会計名 市債残高
　　一般会計 279億6,641 万円

特
別
会
計

国民健康保険事業（直診勘定） 2億5,267 万円
簡易水道事業 18億986 万円
公共下水道事業 63億8,921 万円
特定環境保全公共下水道事業 2億6,306 万円
農業集落排水事業 26億7,134 万円
漁業集落排水事業 17億6,790 万円
林業集落排水事業 652 万円
特定地域生活排水事業 7,289 万円
個別排水事業 4,099 万円

合　計 412億4,085 万円
平成 29年 3月 31日現在

　世界文化遺産の構成資産である国指定史跡大板山た
たら製鉄遺跡を訪れる来訪者に、資産の価値や果たし
た役割等の内容を解説するとともに休憩ができる展示
休憩施設等の整備を行いました。
　また、来訪者の利便性を向上するため、マイクロバ

大板山たたら製鉄遺跡周辺整備事業

ス２台分
の駐車場
の整備を
行いまし
た。

　介護保険制度の
改正により創設さ
れた「介護予防・
日常生活支援総合
事業」において、
住民主体の高齢者
生活支援サービス
を実施する団体に
対し、必要な環境
整備を行いまし
た。

住民主体生活支援環境整備事業

　世界文化遺産
に登録された萩
反射炉を訪れる
観光客等の利便
性向上を図るた
め、萩反射炉駐
車場内に公衆ト
イレ等を整備し
ました。

萩反射炉周辺整備事業

サービス実施団体への貸出車両
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平成28年度 決算状況
　一般会計決算額は、歳入が306億 88万円、歳出が297
億 6,627万円でした。歳入歳出差引額の８億3,461万円の
うち、１億699万円を繰越財源とし、実質収支は７億2,762
万円の黒字となりました。

黒字決算となりました

歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入歳入
区分 主な内容 決算額 構成比

自
主
財
源

市税 市民税、固定資産
税、都市計画税など 53億4,847 万円 17.5％

分担金及び
負担金

受益者分担金、利用
者負担金など 3億4,537 万円 1.1％

使用料及び
手数料

各種施設使用料な
ど 5億1,915 万円 1.7％

繰入金 基金からの繰入 10億7,232 万円 3.5％
諸収入ほか 預金利子、貸付金元

利収入など 14億8,263 万円 4.9％
自主財源計 87億6,794 万円 28.7％

依
存
財
源

地方交付税 国からの交付金 132億8,856 万円 43.4％
国・県支出

金
国・県からの負担
金・補助金・委託金 52億2,815 万円 17.1％

市債 市の借入金 20億1,340 万円 6.6％
地方譲与税

ほか
自動車重量譲与税、地
方消費税交付金など 13億283 万円 4.2％

依存財源計 218億3,294 万円 71.3％
合　計 306億88 万円 100.0％

（前年比 31億8,941 万円減少）

市債残高の状況

　市債は、道路や下水道などの公共施設の建設など、一時的
に多くの資金を必要とする場合に認められる長期借入金で、
世代間の負担を公平にする役割を果たします。
　市債残高の合計額は、平成 28年度末で 412億 4,085万円
となり、前年度に比べ16億8,175万円減少しています。
　一方、全会計の基金残高（現物含む。）は、平成 28年度末
で 136億 5,132万円となり、平成 16年度末に比べ約 25億円
増加しています。

28 年度の主な取り組み

　平成30年に「明治維新150年」の節目の年を迎え
ることから、様々な分野の多彩なイベントなどを実施
しました。萩・明倫学舎のオープンにあわせた歴史シ

明治維新 150 年記念事業

ンポジウムの開催や
維新劇・創作ミュー
ジカルの公演のほ
か、明治維新 150
年ＰＲ映像や観光情
報誌の制作などを行
いました。

　次代を担う人材の育成や市民病院の看護師・介護福
祉士・農業の担い手の確保のため、各種奨学金を給付
しました。
　また、進学等にかかる経済負担を減らすため、平成
29年４月に進学する新規奨学生の給付を進学前の３
月に行えるようにしました。

人材育成および確保事業

　東部地域の地域活力
を再生し、復旧・復興
に向けた機運を高める
とともに、少子化対策
やＵＪＩターンによる
市外からの移住・定住
を促進するため、田万

東部地域定住促進住宅建設事業

川地域に子育て世帯向けの低家賃住宅を４戸建設しま
した。

　子育て世帯等の経済的支援と負担軽減を図るため、
育児に必要な備品や新生児のおむつの購入費用を助成
しました。
　また、屋外でのイベント等で乳幼児のおむつ交換や
授乳が行えるようテントや折りたたみ式おむつ交換台

子育て世帯応援事業

等を貸し出すこと
により、乳幼児を
連れた保護者が安
心してイベント等
に参加できる環境
づくりを推進しま
した。

　離島や遠隔地等の通学
困難な高校生を対象にし
た女子寮を整備し、女子
生徒が安心して地元の高
等学校へ進学できる環境
を整えました。

高校生寮整備事業

　大井小中学校の併設に
伴い、旧大井小学校校舎
の耐震化と改修を行い、
大井公民館と大井出張所
として有効活用するため
実施設計を行いました。

大井公民館整備事業

平成16年度末比で約269億円
（39％）減らしました

ミュージカル SHOWIN の一場面

移動式赤ちゃんの駅
改修される旧大井小学校
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特別会計の決算状況
会計名 歳　入 歳　出うち一般会計繰入金

土地取得事業 127 万円 0 127 万円
国民健康保険事業（事業勘定） 80億6,605 万円 6億1,966 万円 79億1,796 万円
国民健康保険事業（直診勘定） 7億4,809 万円 1億3,162 万円 7億4,809 万円
休日急患診療事業 8,945 万円 4,616 万円 8,945 万円
後期高齢者医療事業 8億7,692 万円 2億9,240 万円 8億6,044 万円
介護保険事業 63億2,890 万円 10億4,771 万円 61億6,774 万円
簡易水道事業 5億4,637 万円 1,130 万円 5億4,619 万円
公共下水道事業 11億2,603 万円 2億4,259 万円 11億2,603 万円
特定環境保全公共下水道事業 6,040 万円 3,565 万円 6,039 万円
農業集落排水事業 5億8,566 万円 3億4,970 万円 5億8,566 万円
漁業集落排水事業 4億1,570 万円 1億9,480 万円 4億1,564 万円
林業集落排水事業 159 万円 109 万円 159 万円
特定地域生活排水事業 3,979 万円 3,148 万円 3,979 万円
個別排水事業 891 万円 655 万円 891 万円
駐車場事業 800 万円 0 790 万円

合　計 189億313 万円 30億1,071 万円 185億7,705 万円

　15の特別会計の収支は、
いずれも「０」または黒字と
なりました。
　各特別会計においては、事
業実施に必要な経費を主に保
険料や使用料等の収入でまか
なって住民サービスを提供す
るものですが、収入不足など
のため、一般会計から多額の
繰入れを行っています。

水道事業会計の決算状況
収益的収支

収入
水道料金 6億469 万円 71.8％
他会計負担金等 1億1,082 万円 13.2％
その他 1億2,640 万円 15.0％

収入合計 8億4,191 万円 100.0％

支出
施設維持管理費等 4億6,999 万円 63.6％
支払利息 4,958 万円 6.7％
減価償却費 2億1,944 万円 29.7％

支出合計 7億3,901 万円 100.0％
収支 1億290 万円

資本的収支

収入
企業債 2億5,190 万円 85.8％
県負担金 442 万円 1.5％
出資金等 3,729 万円 12.7％

収入合計 2億9,361 万円 100.0％

支出

上水道建設改良費 1億1,218 万円 24.4％
簡易水道建設改良費 2億306 万円 44.2％
上水道企業債償還金 7,452 万円 16.2％
簡易水道企業債償還金 6,956 万円 15.2％

支出合計 4億5,932 万円 100.0％
収支 ▲1億6,571 万円
※不足額は損益勘定留保資金等で補塡

安全・安心な飲料水の安定供給
を行います

上水道　　◦土原・平安古・中の倉・大井地区の配水管を布設替
　　　　　◦上野配水池と上津江浄水場の間の通信線を更新　

■ 28 年度の主な取り組み

◁見島浄水場の監視機器

病院事業会計の決算状況 山口県の日本海側で唯一の公立病院
として地域の健康を守ります

収益的収支

収入
診療収入等 21億1,937 万円 81.3％
補助金・負担金 4億5,202 万円 17.4％
その他 3,406 万円 1.3％

収入合計 26億545 万円 100.0％

支出

診療材料・機器等 24億3,315 万円 88.6％
支払利息 5,658 万円 2.1％
減価償却費 2億3,599 万円 8.6％
特別損失 1,865 万円 0.7％

支出合計 27億4,437 万円 100.0％
収支 ▲1億3,892 万円

資本的収支

収入
企業債 1億190 万円 47.1％
出資金等 1億1,452 万円 52.9％

収入合計 2億1,642 万円 100.0％

支出
企業債償還金 3億4,425 万円 73.7％
建設改良費 1億2,304 万円 26.3％

支出合計 4億6,729 万円 100.0％
収支 ▲2億5,087 万円
※不足額は損益勘定留保資金等で補塡

入院患者数　30,117 人（対前年度比 2,205 人減）
外来患者数　57,531 人（対前年度比 642 人減）
救急車による搬入患者数　764 人（対前年度比 44 人増）
設備投資：放射線画像３D 変換装置、超音波画像診断装置などの更新

■ 28 年度の運営状況

放射線画像３D 変換装置

財政課（２５・３４６９）問い合わせ

上下水道総務課（２５・３3９0）問い合わせ

萩市民病院（２５・１２００）問い合わせ

※消費税等の影響額を除いた純利益は 7,943 万円。

簡易水道　◦見島浄水場ほかの機器類を更新

※消費税等の影響額を除いた純損失は1億4,024万円。
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財政の健全化に関する比率の公表

健全化判断比率 比率の説明 29年度 28年度 27年度 26年度 早期健全化
基準 財政再生基準

①実質赤字比率 一般会計の赤字の程度を示
す。赤字の場合に表示 ― ― ― ― 12.56%以上 20.00%以上

②連結実質赤字比率 すべての会計を合わせた赤
字の割合。赤字の場合に表示 ― ― ― ― 17.56%以上 30.00%以上

③実質公債費比率 借入金返済額の大きさの財
政規模に対する割合 8.3% 9.3% 10.3% 10.8% 25.0%以上 35.0%以上

④将来負担比率 借入金など現在の負債規模
の財政規模に対する割合 5.2% 6.6% 20.4% 49.0% 350.0%以上

※各年度の比率は、公表年度の前年度決算に基づく数値、「ー」は赤字でないことを示します。

本市の財政は健全です
いずれの数値とも早期健全化基準を下回っています。
「資金不足比率」についても、公営企業の各会計とも資金不足は生じていません。

詳しい内容は、市役所本庁の市政情報コーナー、各総合事務所地域振興部門
または萩市ホームページで見ることができます。 財政課（２５・３４６９）問い合わせ

　市では、地域住民が主体となって取り組むジオパーク活動や、萩ジオパーク構想のテーマに沿った研究活動を支援
しています。今年度の応募のあった事業のうち、６団体の事業への支援が決まりました。
■萩市ジオパーク活動応援事業補助金

ジオパーク活動など６事業への支援決定！

■萩ジオパーク構想研究チャレンジ助成事業補助金
申請団体名 事業の概要

大島元気なね
えさまの会

大島の「おたから」を紹介、後世に保存・伝
承するための看板を整備。研修会の開催。

越ヶ浜自治会 笠山、風穴および笠山登山道の整備、保護保全
活動。

経済魚活用研
究会

湖内調査により水深図・魚群分布図を作成
し、地形と魚の関係性を解明する。

ＮＰＯあとう ジオガイド養成を目指したジオウォークの開
催等。

申請団体名 事業の概要
山梨大学生命
環境学部環境
科学科

ドローンを用いた畳ヶ淵の柱状節理の空
撮等により、畳ヶ淵の柱状節理がどのよ
うにして形成されたかを研究。

山口大学工学
部学術資料展
示館

「須佐高山の磁石石」の持つ強い磁気的特
性の調査。久原財団の出発点の一つである
熊野鉱山の鉱石鉱物に関する研究。

至誠館大学と包括的連携・協力
に関する協定を締結
　萩市と至誠館大学が包括的連携・協力に関
する協定を締結し、10月３日市役所で調印
式を行いました。
　これまでも福栄地域での地域活性化の取り
組みに学生が参加するなど協力関係を築いて
いました。さらなる連携協力を図ることによ
り、地域の発展と人材育成をすすめていきま
す。
　市民の方からも地域のイベント運営への学
生参加など、至誠館大学との連携のご希望が
ありましたらお寄せください。
■問い合わせ　企画政策課（２５・３３４２）

調印式の藤道市長（左から４人目）、
菅原理事長（同5人目）

萩・明倫学舎 20 万人を達成！
　10月３日、萩・明倫学舎の入
館者が、３月４日の開館から214
日目に20万人を達成しました。
　節目の入館者は、埼玉県の冨永
健
けんじ

治さん。妻の美
よしこ

子さんと一緒に
旅行で観光に訪れ「建設業をして
いることもあり、明倫学舎の建物
に興味があり見学に来ました」と
話していました。

〔左から〕「萩にゃん。」、藤道市
長、冨永健治さん、美子さん

消防署と中国電力萩電力所が合同訓練を実施
　９月21日・22日、萩市消防署は、中
国電力萩電力所と県内では初めての試
みである合同鉄塔訓練を実施しました。
　訓練では緊急時の体制の確立や、円
滑かつ安全･確実 ･迅速な救出活動
に万全を期することを目的として、消
防職員20人、中国電力萩電力所から
22人が参加しました。 鉄塔に登り救出訓練をする消防職員
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■
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
（
２
５
・
２
９
１
２
）

□
投
票
時
間

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※
木
間
、
三
見
第
３
、
川
上
、
田

万
川
、む
つ
み
、須
佐
、弥
富
、旭
、

福
栄
の
全
投
票
区
は
午
後
６
時
ま

で□
投
票
で
き
る
方

　

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
11
年

10
月
23
日
以
前
に
生
ま
れ
た
日
本

国
民
の
方
と
な
り
ま
す
。

◆
萩
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成

29
年
７
月
９
日
（
転
入
届
出
日
）

以
前
か
ら
引
き
続
き
萩
市
に
住
ん

で
い
る
方

※
平
成
29
年
７
月
10
日
以
降
に
萩

市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
萩
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
前
住
所
地
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
萩
市
よ
り
転
出
さ
れ
、
転
出
予

定
日
か
ら
４
カ
月
が
経
過
し
て
お

ら
ず
、
転
出
前
に
萩
市
に
お
い
て

３
カ
月
以
上
住
民
票
の
登
録
の
あ

る
方
で
、
他
の
市
町
村
に
お
い
て

選
挙
権
の
な
い
方

※
転
入
転
出
日
等
で
違
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
場
合

は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
投
票
所
に
入
る
こ
と
が

で
き
る
子
ど
も
の
範
囲
が

拡
大
さ
れ
て
い
ま
す

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
が
あ

り
、
選
挙
人
の
同
伴
す
る
子
ど
も

は
、
幼
児
、
児
童
、
生
徒
そ
の
他

の
18
歳
未
満
の
者
に
拡
大
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
選
挙
人
が
同
伴
さ
れ

る
子
ど
も
が
投
票
所
に
入
る
こ
と

に
よ
り
生
ず
る
混
雑
、
け
ん
騒
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
状
況
か

ら
、
投
票
所
の
秩
序
を
保
持
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
き
は
入
場
を
お
断
わ
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

□
こ
ん
な
と
き
は
期
日
前

投
票
を

　

期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
に
投

票
で
き
な
い
人
が
前
も
っ
て
投
票

で
き
る
制
度
で
す
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
出
産

予
定
等
の
事
情
で
投
票
所
へ
行
け

な
い
人
は
、
必
ず
期
日
前
投
票
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
で
き
る
期
間
、
時
間
、
場

所
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

大
島
、相
島
、見
島
投
票
区
（
前

日
繰
上
投
票
の
地
区
）の
方
の
期

日
前
投
票
は
10
月
20
日（
金
）ま
で

と
な
り
ま
す
。

□
不
在
者
投
票

◆
入
院
中
の
場
合

　

指
定
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
場
合
は
、
病
院
長
や

管
理
者
に
申
し
出
を
す
れ
ば
、
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
市
内
の
指
定
病
院
と
指
定
施

設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
指
定
病
院

　

市
民
病
院
、玉
木
病
院
、全
眞
会

病
院
、都
志
見
病
院
、萩
慈
生
病

院
、萩
む
ら
た
病
院
、
萩
病
院

○
指
定
施
設

　

オ
ア
シ
ス
は
ぎ
園
、福
祉
複
合
施

設
つ
ば
き
、萩
・
福
祉
複
合
施
設
か

が
や
き
、ひ
ま
わ
り
の
苑
、徳
寿
園
、

阿
北
苑
、む
つ
み
園
、す
さ
苑
、ち
は

る
え
ん
、紫
福
園
、か
わ
か
み
苑

◆
仕
事
等
で
市
外
に
滞
在
時

　

郵
便
等
で
宣
誓
書
を
添
え
、
萩

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙

を
請
求
す
る
と
、
滞
在
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。

◆
郵
便
等
で
で
き
る
場
合

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
を
持
ち
、
一
定
要
件
に
該
当

す
る
方
、
介
護
保
険
に
お
い
て
要

介
護
５
と
認
定
さ
れ
た
方
で
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
を
お
持
ち
の

方
は
、
自
宅
で
投
票
用
紙
に
記
載

し
て
郵
便
等
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
等
投
票

が
で
き
る
方
で
「
ご
自
身
で
投
票

の
記
載
が
で
き
な
い
」
と
法
的
に

認
め
ら
れ
た
方
が
、
代
理
人
に
投

票
に
関
す
る
記
載
を
し
て
も
ら
う

制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

証
明
書
の
交
付
申
請
を
さ
れ
る

方
や
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
方
は
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
郵
便
等
投

票
証
明
書
を
添
え
て
10
月
18
日
ま

で
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
船
員
の
場
合

　

船
員
で
選
挙
人
登
録
証
明
書
を

お
持
ち
の
方
は
、
指
定
港
の
市
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
選
挙
人

名
簿
登
録
証
明
書
お
よ
び
船
員
手

帳
を
提
示
し
て
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
投
票
所
の
確
認
を

　

投
票
は
、
決
め
ら
れ
た
投
票
所

で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
送
さ
れ
た
「
投
票
所
入
場
券
」

で
自
分
の
投
票
所
を
確
か
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
10
月
４
日

以
降
の
市
内
で
の
転
居
者
は
、
前

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

□
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　

入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
は
で

き
ま
す
が
、
投
票
所
で
の
受
付
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
入
場
券
を
忘

れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
入
場

券
を
な
く
し
た
り
、
忘
れ
た
り
、

届
か
な
か
っ
た
と
き
は
投
票
所
で

再
発
行
し
ま
す
。
受
付
の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

転
居
等
さ
れ
た
場
合
、
郵
便
局

へ
転
居
届
け
を
出
さ
れ
な
い
と
、

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
投
票
の
方
法

　

今
回
は
３
つ
の
選
挙
を
同
時
に

行
い
ま
す
の
で
、
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

10
月
22
日
㊐
が
投
票
日
で
す
大
島
・
相
島
・
見
島
投
票
区
は
10
月
21
日
㊏

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査
第48回 第24回

◆
投
票
用
紙
と
記
載
方
法

◦
衆
議
院
議
員
小
選
挙
区
（
ピ
ン

ク
色
の
投
票
用
紙
）
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投票所名 場　所 区　域
旧萩第１ 土原保育園遊戯室 川島全区、土原全区
旧萩第２ 萩市役所玄関ロビー 橋本町、御許町、唐樋町、江向全区
旧萩第３ 萩市保健センター 河添、平安古全区
旧萩第４ 萩西中学校音楽室 堀内全区、城東全区、今魚店町、樽屋町

旧萩第５ 日の丸保育園保育室 北古萩１区、細工町、塩屋町、恵美須町、瓦町、米屋町、東田町、西田町、
津守町、上五間町

旧萩第６ 今古萩老人憩の家 下五間町、吉田町、古萩町、今古萩町、熊谷町
旧萩第７ 浜崎介護予防センター 北古萩２区、浜崎新町全区、浜崎町全区、東浜崎町全区
椿東第１ 中津江団地集会所 目代、中津江
椿東第２ 旧椿東保育園 上野、椎原、船津
椿東第３ 椿東小学校地域ふれあいセンター 中ノ倉、松本市、無田ヶ原、長山
椿東第４ 新川会館 無田ヶ原口、新川全区、香川津、鶴江全区、前小畑１区、前小畑２区の１
椿東第５ 漁村コミュニティ施設中小畑恵比須会館 前小畑２区の２・３、中小畑、後小畑
越ケ浜 越ケ浜介護予防センター 越ケ浜全区
椿 椿保育園保育室 霧口、沖原、大屋、笠屋、河内、椿、濁淵、金谷、椿町、雑式町、桜江、青海

あ な た の 投 票 所

期日前投票所 場　所 期　間 時　間
萩市役所 萩市役所玄関ロビー 10/11㈬〜21㈯ 8：30～20：00
三見 三見出張所 10/16㈪〜21㈯ 8：30～17：00
大井 大井出張所 10/16㈪〜21㈯ 8：30～17：00

大島 大島公民館
10/16㈪〜19㈭ 8：30～16：30
10/20㈮ 8：30～12：00

見島 見島ふれあい交流
センター

10/16㈪〜19㈭ 8：30～17：00
10/20㈮ 8：30～12：00

越ケ浜 越ケ浜介護予防
センター 10/19㈭〜21㈯ 9：00～17：00

川上 川上総合事務所 10/16㈪〜21㈯ 8：30～19：00
田万川 田万川総合事務所

10/16㈪〜21㈯
8：30～19：00

小川 小川交流センター 8：30～17：00
むつみ むつみ総合事務所

10/16㈪〜21㈯
8：30～19：00

高俣 高俣支所 8：30～17：00
須佐 須佐総合事務所

10/16㈪〜21㈯
8：30～19：00

弥富 弥富支所 8：30～17：00
旭 旭総合事務所

10/16㈪〜21㈯
8：30～19：00

佐々並 佐々並支所 8：30～19：00
福栄 福栄総合事務所

10/16㈪〜21㈯
8：30～19：00

紫福 紫福支所 8：30～17：00

期 日 前 投 票 の 場 所 期 間・ 等

※投票日時は10月22日（日）の午前７時から午後７時まで （大島・相島・見島投票区は10月21日（土））
　木間、三見第３、川上全、田万川全、むつみ全、須佐全、弥富全、旭全、福栄全投票区は午後６時まで
※椿投票区は椿保育園保育室に、田万川第４投票区は田万川保健センターに投票所を変更しました。

※大島期日前投票所の月〜木曜日の開設時間を午後４時30分まで
に変更。

期日前投票の宣誓書がご自宅で記入できます！
　スムーズに投票ができるように、投票所入場券の裏面に宣誓書を印刷しています。
　また、様式を萩市ホームページからもダウンロードできます（期日前投票所にも
備え付けています）。 →

候
補
者
名
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。

◦
衆
議
院
議
員
比
例
代
表
（
水
色

の
投
票
用
紙
）

→
政
党
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

◦
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

（
う
ぐ
い
す
色
の
投
票
用
紙
）

→
辞
め
さ
せ
た
い
と
思
う
裁
判
官

の
氏
名
の
上
の
欄
に
×
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。
辞
め
さ
せ
た
く
な
い

裁
判
官
に
は
、
何
も
書
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

◆
代
理
投
票

　

投
票
は
自
分
で
書
く
こ
と
が
原

則
で
す
が
、
体
の
不
自
由
な
方
や

字
が
書
け
な
い
方
は
投
票
所
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
補
助
者
が
、

あ
な
た
に
代
わ
っ
て
あ
な
た
の
支

持
す
る
候
補
者
の
氏
名
な
ど
を
書

き
ま
す
。
投
票
に
関
す
る
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◆
点
字
投
票

　

目
の
不
自
由
な
方
は
点
字
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

□
開
票

　

午
後
８
時
30
分
か
ら
萩
ウ
エ
ル

ネ
ス
パ
ー
ク
萩
武
道
館
で
行
い
ま

す
。
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投票所名 場　所 区　域
木間 木間地域活性化センター 東木間、西木間、北木間
山田第１ 白水小学校屋内運動場 山田全区、玉江１区、玉江２区の２、玉江３区
山田第２ 山田保育園遊戯室 玉江２区の１、玉江浦全区、倉江、小原
三見第１ 三見市仁王会館 中山、市、手水川、床並、吉広
三見第２ 三見公民館講義室 畦田、石丸、河内、駅通り、蔵本、明石、浦全区
三見第３ 三見飯井公民館 飯井
大井第１ 大井公民館講義室 七重、市場、庄屋、円光寺、馬場上、馬場下、貞平、門前、本郷、羽賀、坂本
大井第２ 大井保育園遊戯室 土井、港全区、港浜全区
大井第３ 大井浦蛭子会館 浦全区、後地
大島 大島公民館講義室 大島全区
相島 相島文化センター集会室 相島、櫃島
見島第１ 見島ふれあい交流センター 本村全区
見島第２ 見島診療所宇津分室待合室 宇津全区
川上第１ 川上総合事務所 佐古、川上山田、長谷、三徳、共栄、遠谷、堂河内
川上第２ 川上立野集会所 立野、白上、椿瀬、川上横坂
川上第３ 旧笹尾分校 笹尾、杣木谷
川上第４ 江舟集会所 江舟、野戸呂
田万川第１ 田万川農村婦人の家 小川４区～ 11区
田万川第２ 小川交流センター 小川１区～３区、小川 12区～ 14区、小川 24区、25区
田万川第３ 下小川ふれあいセンター 小川 15区～ 23区

田万川第４ 田万川保健センター 瀬尻、上組、丸山、中組、大久保、八幡、松崎、稗田、市味、湊、須佐地、江崎
平原、上本郷、下本郷、下郷、わらび台、大沢、要一、要二

田万川第５ 江崎ふるさとセンター 上本町、本町、土居、弁天、上中町、下中町、戎一、戎二、江津、尾浦

むつみ第１ 高俣支所 中郷、宮廻、辻山、高佐横坂、羽月、岸高、中央、御舟子、小国、中橋、金谷、
高佐上市、札の奥、領家、安附

むつみ第２ （旧）高佐下ふれあいセンター 下領、影畑、花見、後井、伏馬
むつみ第３ 吉部市公会堂 佐波木、朝鳥、宇立、市上、市下、岡田、江良、菅谷、毛木山

むつみ第４ むつみ総合事務所 尾の坂、湯の口、毛木、鈴倉、野田、大光寺、吉部殿川、平ヶ重、天坪、
深谷、二反田、千石台全区

むつみ第５ 広瀬公会堂 麻生、三戸原、鍛冶屋、志和田、広瀬下、広瀬上、吉部長尾、柳、鱒谷

須佐第１ 須佐総合事務所 松原、本町上、本町中、本町下、河原丁、山根丁西、山根丁東、横屋丁、中津、
浦西、浦中、浦東、入江、水海、青葉台、まてかた、金井、押谷、中畑、前地

須佐第２ 須佐三原農事集会所 上三原、堀田、帆柱、下三原上、下三原下、北谷、野頭
須佐第３ 高山公民館 高山、沖浦
弥富第１ 弥富支所 弥富１区、弥富５区～ 13区
弥富第２ 鈴野川農林漁業者等健康増進施設 弥富２区～４区
旭第１ 旭活性化センター 長瀬、大下、佐々並市、成川、深瀬、黒ヶ谷、久年、パークタウン
旭第２ 長高公民館 高津、長小野
旭第３ 舞谷公民館 舞谷

旭第４ 旭マルチメディアセンター
古戦場、同前、矢代、上横瀬、下横瀬、小野山、角力場、すもうば団地、
サンウッドビレッジ、釿切、菅蓋、牛地、見定下切、惣田、笛吹、明木上市、
下市、蔵屋、原、沖ノ原団地、中央団地

福栄第１ 福栄コミュニティセンター 生野、東宗、西宗、鎌浦、榎屋、別所、押原、仁保谷
福栄第２ 半田集会所 鶴ヶ谷、平蕨台、麦谷、半田
福栄第３ 山崎集会所 文捨、山崎、堂ヶ迫、入屋、平蕨
福栄第４ 扇町公会堂 桜、金峯、扇町、上莚野、下莚野、黒川、吉田
福栄第５ 高蕪集会所 蕪根、高坂
福栄第６ 市自治会集会所 堀越、栗原、小西見、紫福市、田中、小野田、奥畑
福栄第７ 農事組合法人ふくえ会議室 中山、永田沖、永井、畑、紫福殿川、紫福長尾、杉原、堂ヶ市
福栄第８ 京場集会所 奥畑、紫福平原、横貝、京場、壇今木、紫福山田、向山

あ な た の 投 票 所 選挙管理委員会　２５・２９１２問い合わせ
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市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
市
税
（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
）
や
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
な
ど
各
種

保
険
料
は
、
福
祉
、
教
育
、
子
育
て
、
道

路
な
ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
ま

す
。

■
納
期
内
納
付

　

市
税
等
は
本
来
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
が
守
ら
れ
な
い
と
督
促
な
ど
の
事

務
費
用
が
か
か
り
、
市
税
を
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
有
効
に
活
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
税
の
公
平
性

　

納
期
内
に
税
を
納
付
さ
れ
た
人
と
さ
れ

な
か
っ
た
人
と
の
不
公
平
を
な
く
す
た
め

に
、
市
で
は
法
律
に
基
づ
き
滞
納
処
分
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
滞
納
処
分

　

再
三
の
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
や

相
談
が
な
い
場
合
は
、
法
律
に
基
づ
い
て

動
産
、
不
動
産
、
債
権
な
ど
を
差
し
押
さ

え
て
、市
税
等
の
滞
納
分
に
充
当
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
税
等
を
滞
納
し
た
ま
ま
亡
く

な
ら
れ
た
場
合
は
、
配
偶
者
や
子
な
ど
の

相
続
人
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
に
応
じ
、
納

付
義
務
が
引
き
継
が
れ
、
そ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
く
と
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処

分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

相
続
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
相
続
放

棄
等
の
手
続
き
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
早
め
に
最
寄
の
家
庭
裁
判
所
や
司

法
書
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
納
税
が
困
難
な
場
合
は
放
置
せ
ず
早
め

の
相
談
を

　

本
人
や
家
族
の
病
気
、
災
害
、
事
業
不

振
な
ど
特
別
な
事
情
で
納
期
限
内
に
納
付

で
き
な
い
、
ま
た
納
税
す
る
こ
と
に
よ
り

事
業
の
継
続
や
生
活
が
困
難
に
な
る
場
合

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
き

は
、
一
人
で
悩
ん
だ
り
問
題
を
放
置
し
た

り
せ
ず
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
お
知
ら
せ

○
個
人
市
県
民
税
等
の
県
職
員
併
任
徴
収

を
導
入
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
６
月
か
ら
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て「
山
口
県
職
員
の
併
任
徴
収
制
度
」

を
導
入
し
ま
し
た
。
県
職
員
の
派
遣
を
要

請
し
、
萩
市
職
員
の
身
分
を
併
せ
持
ち
、

合
同
で
連
携
対
応
し
、
滞
納
整
理
の
一
層

の
進
展
を
図
り
ま
す
。

○
山
口
県
に
よ
る
個
人
市
県
民
税
直
接
徴

収
を
導
入
し
ま
し
た

　

県
で
は
、
県
税
滞
納
額
の
大
部
分
を
占

め
る
個
人
県
民
税
の
徴
収
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
７
月
か
ら
「
個
人
市
県
民
税
直
接

徴
収
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

萩
市
か
ら
引
き
継
い
だ
滞
納
者
に
つ
い

て
、
萩
県
税
事
務
所
が
滞
納
整
理
を
進
め

ま
す
。
対
象
の
方
は
、
萩
県
税
事
務
所
に

直
接
納
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

市税等は納期内納付をお願いします

「
最
後
の
門
下
生 

渡
辺

蒿こ
う
ぞ
う蔵

が
語
る
松
下
村
塾
」

Ａ
５
版　

86
ペ
ー
ジ　

定
価
６
２
０
円
（
税
込
）

海う
み
は
ら原

徹と
お
る（

京
都
大
学
名
誉
教
授
）

55
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ

萩
も
の
が
た
り
秋
の
新
刊

　

渡
辺
蒿
蔵
は
松
下
村
塾
で
吉
田
松
陰

に
学
ん
だ
後
、
米
英
に
留
学
し
造
船
技

術
を
修
得
。
帰
国
後
、
官
営
長
崎
造
船

局
の
初
代
局
長
に
就
任
し
、
日
本
の
造

船
業
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
。
村
塾
最

後
の
生
存
者
と
し
て
、
昭
和
14
年
97
歳

で
亡
く
な
っ
た
。
松
陰
先
生
や
松
下
村

塾
に
つ
い
て
雄
弁
に
語
っ
た
三
つ
の
聞

き
書
き
は
、
生
の
証
言
と
し
て
必
見
の

史
料
で
す
。

　

一
般
社
団
法
人
萩
も
の
が
た
り
で
は
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
「
萩
も

の
が
た
り
」
を
定
期
的
（
春
・
秋
年
４
冊
）
に
出
版
し
て
い
ま
す
。

　

松
下
村
塾
の
門
下
生
、
松
浦
松
洞
は
、

松
陰
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
志
士
と
し

て
の
活
躍
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
後
世

に
名
を
残
し
た
の
は
、
何
よ
り
も
絵
師

と
し
て
の
才
能
を
発
揮
し
、
生
前
の
松

陰
の
肖
像
を
描
い
た
こ
と
で
す
。
代
表

作
と
な
っ
た「
吉
田
松
陰
自
賛
肖
像
」を

中
心
に
、
松
洞
の
生
涯
と
画
業
を
豊
富

な
図
版
と
共
に
振
り
返
り
ま
す
。

■
販
売
所　

萩
・
明
倫
学
舎
、
萩
博
物

館
、
市
役
所
総
合
案
内
等

◎
「
萩
も
の
が
た
り
」
を
定
期
購
読
し

ま
せ
ん
か
！

▽
購
読
料　

年
会
費
２
０
０
０
円

（
５
０
０
円
×
４
冊
）

▽
定
価
割
引（
６
２
０
円
→
５
０
０
円
）

や
送
料
無
料
の
特
典
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
報
課
内
萩
も
の
が
た
り
事
務
局

（
２
５
・
３
２
３
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
５

４
５
８
）

「
吉
田
松
陰
肖
像
画
の

絵
師　

松
浦
松し

ょ
う
ど
う
洞
」

Ａ
５
版　

62
ペ
ー
ジ

定
価
６
２
０
円
（
税
込
）

山
田
稔
（
山
口
県
立
山
口
博
物

館
学
芸
課
長
）

56
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最
近
ど
う
も
疲
れ
や
す
い
、
動ど
う
き悸
が
す

る
、
息
が
切
れ
る
な
ど
と
い
っ
た
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

年
齢
の
せ
い
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
考
え

て
い
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
「
弁
べ
ん
ま
く
し
ょ
う

膜
症
」
の
症
状
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

弁
膜
症
と
は
？

　

心
臓
は
、
全
身
に
血
液
と
と
も
に
酸
素

を
供
給
す
る
、
ポ
ン
プ
の
役
割
を
し
て
い

ま
す
。
全
身
に
酸
素
を
届
け
た
あ
と
の
血

液
は
右
心
房
か
ら
右
心
室
へ
戻
り
、
肺
動

脈
か
ら
肺
に
送
ら
れ
ま
す
。
肺
で
酸
素
を

受
け
取
っ
た
血
液
は
左
心
房
か
ら
左
心
室

へ
送
ら
れ
、
大
動
脈
を
通
っ
て
全
身
へ
酸

素
を
届
け
ま
す
。
こ
の
血
液
の
流
れ
を
一

方
向
に
維
持
す
る
た
め
、
心
臓
内
の
４
つ

の
部
屋
に
は
そ
れ
ぞ
れ
弁
が
あ
り
ま
す
。

　

心
臓
に
あ
る
弁
に
障
害
が
生
じ
て
本
来

の
機
能
を
果
た
せ
な
く
な
っ
た
状
態
を
弁

膜
症
と
い
い
ま
す
。
弁
膜
症
に
は
弁
の
開

き
が
悪
く
な
り
血
流
が
妨
げ
ら
れ
る
「
狭
き
ょ
う

窄さ
く

」
と
、
弁
の
閉
じ
方
が
不
完
全
の
た
め

血
液
が
逆
流
し
て
し
ま
う
「
閉へ
い
さ鎖
不ふ
ぜ
ん全
」

が
あ
り
ま
す
。

弁
膜
症
の
原
因

　

弁
膜
症
の
原
因
に
は
、
先
天
性
と
後
天

性（
リ
ウ
マ
チ
熱
、動
脈
硬
化
、心
筋
梗
塞
、

組
織
変
性
な
ど
）
が
あ
り
、
原
因
が
は
っ

き
り
し
な
い
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
最

近
で
は
高
齢
化
に
伴
い
、
大
動
脈
弁
に
動

脈
硬
化
が
起
き
て
硬
く
な
り
、
う
ま
く
開

か
な
く
な
る
「
大
だ
い
ど
う
み
ゃ
く
べ
ん

動
脈
弁
狭き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

窄
症
」
や
、

弁
の
組
織
が
弱
く
な
っ
て
起
き
る
「
僧そ
う
ぼ
う帽

弁べ
ん

閉
鎖
不
全
」
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

弁
膜
症
の
症
状

　

弁
膜
症
に
よ
っ
て
血
流
に
異
常
が
発
生

す
る
と
、
徐
々
に
心
筋
の
障
害
が
進
行
し

て
い
き
、
動
悸
や
息
切
れ
、
疲
れ
や
す
い
、

胸
痛
、
呼
吸
困
難
な
ど
の
症
状
が
出
て
き

ま
す
。
た
だ
、
非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
進
行

す
る
場
合
が
多
い
た
め
、
症
状
が
出
て
い

て
も
体
の
方
が
慣
れ
て
し
ま
っ
て
、
本
人

は
正
常
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
る
こ
と
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
が
現
れ
た

頃
に
は
す
で
に
心
筋
や
弁
の
状
態
が
悪
化

し
て
い
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

弁
膜
症
の
診
断

　

聴
診
や
一
般
検
査
（
心
電
図
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
血
液
検
査
）
で
弁
膜
症

が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、
心
臓
超
音
波
検

査
や
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
、
24
時
間
心

電
図
な
ど
の
精
密
検
査
を
行
い
ま
す
。
特

に
心
臓
超
音
波
検
査
は
弁
膜
症
の
診
断
や

重
症
度
評
価
を
簡
便
か
つ
詳
細
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
痛
み
も
な
く
、
20
〜
30

分
程
度
の
所
要
時
間
で
あ
り
、
経
過
を
追

う
の
に
も
最
適
の
方
法
と
言
え
ま
す
。

　

弁
膜
症
は
決
し
て
珍
し
い
病
気
で
は
な

く
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
身
近
な
病
気

で
す
。
症
状
が
出
て
発
覚
す
る
場
合
や
定

期
検
診
な
ど
で
偶
然
に
見
つ
か
る
方
も
い

ま
す
。

　

弁
膜
症
を
疑
う
症
状
が
あ
る
方
、
検
診

で
心
雑
音
や
心
電
図
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
の
異
常
が
指
摘
さ
れ
た
方
は
、
ま
ず

循
環
器
の
専
門
医
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

146

萩
市
民
病
院　

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
０
０

萩市民病院

医師：西村  滋
しげひこ

彦
専門：循環器内科

そ
の
症
状
、
弁
膜
症
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
東
中
男
子
冬
用
制

服
一
式
、
子
ど
も
用
食
卓
イ
ス
、

ス
ト
ー
ブ
ガ
ー
ド
、
オ
ム
ツ
処
理

ポ
ッ
ト
、ほ
乳
び
ん
消
毒
ケ
ー
ス
、

お
し
り
ふ
き
ウ
ォ
ー
マ
ー
、
ク
ー

ハ
ン
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
灯

油
容
器
、
伐
採
木
、
萩
商
工
高
等

学
校
男
子
制
服
ジ
ャ
ー
ジ
、
学
習

机
、稲
藁わ
ら

、コ
タ
ツ
、ス
ニ
ー
カ
ー
、

ス
テ
ア
リ
ン
グ
ホ
イ
ー
ル
、
男
児

自
転
車

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、

洗
濯
機
２
台
、
芝
刈
機
、
鉄
ア
レ

イ
、
折
り
た
た
み
自
転
車

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
交
渉
が
成
立

し
た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ

る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
ク
リ
ス
マ
ス
小
物
作
り
講
座

■
と
き　

11
月
12
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
内
容　

古
布
を
使
っ
て
ク
リ
ス

マ
ス
小
物
を
作
る

■
定
員　

30
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
費

別
）

■
申
込
受
付
開
始
日　

10
月
16
日

午
前
９
時
〜

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月

第
２
木
曜
日

問
い
合
わ
せ

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩（

２
４
・
５ゴ
ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童

委
員
（
追
加
）

　

担
当
者
が
不
在
で
あ
っ
た
地
区

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
31
年
11

月
ま
で
で
す
。

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
や
母

子
・
寡
婦
・
父
子
・
高
齢
者
・
障

が
い（
児
）者
・
児
童
の
こ
と
な
ど
、

行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
社

会
福
祉
全
般
に
つ
い
て
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
永な
が
や
す安

和か
ず
み美

（
担
当
地
区
・
堀

内
一
区
の
一
、二
）

○
國く
に
も
り森
章あ
き
こ子
（
担
当
地
区
・
堀

内
一
区
の
三
）

問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

成
人
式
の
出
席
案
内

■
と
き　

平
成
30
年
１
月
２
日

（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
（
受
付

午
後
０
時
30
分
～
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者
・
案
内
状
の
送
付

　

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
10

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
10
月
１
日
現
在
で
萩
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
に
送

付②
家
族
が
萩
市
に
居
住
し
、
本
人

は
就
学
や
就
職
な
ど
で
住
所
登
録

を
萩
市
以
外
に
移
し
て
い
る
方

は
、
転
出
先
の
住
所
に
送
付

※
11
月
初
旬
ま
で
に
案
内
状
が
届

か
な
い
方
は
、
11
月
30
日
ま
で
に

文
化
・
生
涯
学
習
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
１
１
）

が
ん
検
診
を
受
け
ま
せ
ん
か

　

日
本
で
の
死
亡
原
因
第
１
位

は
、
が
ん（
悪
性
新
生
物
）で
す
。

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に

か
か
り
、
３
人
に
１
人
が
死
亡
し

て
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
は
、
12
月
31
日
ま
で

で
す
。
対
象
の
方
で
、
ま
だ
受
診

し
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

就
業
構
造
基
本
調
査
の
照

会
に
つ
い
て

　

就
業
構
造
基
本
調
査
に
つ
い
て

は
、
調
査
票
の
回
答
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
調
査
世
帯
と
な
ら
れ
た
方

に
、
回
答
内
容
の
照
会
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

照
会
の
場
合
は
、
左
記
の
電
話

番
号
で
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
照
会
用
の
電
話
番
号

▽
２
５
・
３
１
５
５
（
11
月
21
日

ま
で
）、
▽
２
５
・
３
６
９
０
、２

５
・
３
４
３
１
（
企
画
政
策
課
）

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
６
９
０
）

◎犬猫譲渡会
■とき　10月22日（日）
　午前10時～午後１時
※毎月　第４日曜日開催
■ところ　エコプラザ・萩

主催・問い合わせ
　わんにゃんＨＡＧＩ
　（０７０・３７７１・６２５４）
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コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
用
品
等
を

貸
し
出
し
ま
す

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

の
収
益
金
で
行
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
旭
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
次
の

備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
行
事
等
で
活
用
す

る
ほ
か
、貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
。

▽
移
動
用
音
響
機
器
一
式
、
▽

ズ
ッ
ク
椅
子
50
脚
、
▽
く
り
ぬ
き

胴
宮
太
鼓
・
締
太
鼓
・
平
太
鼓
、

▽
イ
ベ
ン
ト
用
発
電
機
、
▽
展
示

用
パ
ネ
ル
９
枚
、
脚
10
本

問
い
合
わ
せ

旭
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

（
５
５
・
０
２
１
１
）

市
役
所
の
消
防
・
防
災
訓
練

　

市
役
所
敷
地
内
で
通
行
・
駐
車

場
の
規
制
な
ど
行
う
予
定
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
２
日
（
木
）
午
後

４
時
～
５
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
内
と

そ
の
周
辺

問
い
合
わ
せ

財
産
管
理
課（
２
５
・
３
７
９
４
）、

防
災
危
機
管
理
課

（
２
５
・
３
８
０
８
）

マ
ダ
ニ
類
に
よ
る
感
染
症

に
注
意

　

マ
ダ
ニ
類
の
活
動
時
期
で
す
。

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
を
は
じ
め
と
す
る

病
気
を
媒
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
マ
ダ
ニ
類
は
、
家
庭
内
に
生

息
す
る
ダ
ニ
と
は
違
い
、
１
～
４

㎜
の
大
型
の
ダ
ニ
で
、
主
に
森
林

や
草
地
な
ど
の
野
外
に
生
息
し
、

近
く
を
通
っ
た
人
、
ペ
ッ
ト
な
ど

に
付
着
し
ま
す
。
行
楽
の
秋
を
む

か
え
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
マ
ダ
ニ
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

◦
草
む
ら
や
や
ぶ
な
ど
に
入
る
時

は
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長
靴
を

着
用
し
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る

◦
野
外
活
動
の
後
に
は
、
マ
ダ
ニ

類
が
身
体
に
付
着
し
て
い
る
場
合

が
あ
る
の
で
確
認
す
る

◦
ペ
ッ
ト
と
散
歩
す
る
時
に
は
、

ペ
ッ
ト
が
草
む
ら
や
藪
な
ど
に
入

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
、
帰
宅

後
ペ
ッ
ト
に
も
マ
ダ
ニ
な
ど
が
付

着
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る

◦
マ
ダ
ニ
類
に
か
ま
れ
た
場
合
に

は
、
自
分
で
つ
ぶ
し
た
り
、
無
理

に
取
ろ
う
と
は
せ
ず
に
そ
の
ま
ま

早
め
に
医
療
機
関（
皮
膚
科
な
ど
）

を
受
診
す
る

◦
発
熱
、
消
化
器
症
状
（
嘔
気
・

嘔
吐
な
ど
）、
発
疹
な
ど
の
症
状

が
あ
る
時
は
、
速
や
か
に
医
療
機

関
を
受
診
す
る

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

山
口
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

10
月
１
日
か
ら
、
１
時
間
７
７

７
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
め
す
べ

て
の
労
働
者
に
最
低
賃
金
以
上
の

賃
金
が
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
山
口
労
働
局
賃
金
室

（
０
８
３
・
９
９
５
・
０
３
７
２
）、

ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
個
別
就
職
相
談

　

就
職
活
動
に
つ
い
て
の
個
別
相

談
や
適
職
診
断
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
25
日
（
木
）、
11

月
22
日
（
水
）　

午
後
１
時
～
４

時
（
時
間
予
約
制
）

■
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

■
対
象
者　

39
歳
以
下
の
方
で
就

職
活
動
中
の
方
（
相
談
無
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
０
８
３
５・２
８・３
８
０
８
）

世
界
遺
産
清
掃
活
動

　

世
界
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」
の
構
成
資
産
で
あ
る

恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
周
辺
の
清

掃
活
動
と
、
清
掃
後
に
解
説
が
行

わ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
21
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
集
合
（
１
時
間
程
度
）

※
雨
天
中
止
（
萩
市
防
災
メ
ー
ル

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

■
と
こ
ろ　

恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所

跡
周
辺

※
県
漁
連
駐
車
場
に
集
合
。

※
ゴ
ミ
袋
、
軍
手
等
は
主
催
者
が

準
備
し
ま
す
。

■
主
催　

萩
市
世
界
遺
産
活
用
推

進
協
議
会

申
し
込
み

文
化
財
保
護
課（

２
５
・
３
８
３
５
）

介
護
就
職
面
接
会 

～
介
護

就
職
デ
イ
～

　

介
護
職
を
希
望
す
る
方
と
人
材

を
募
集
す
る
施
設
や
企
業
の
出
会

い
の
場
と
し
、
介
護
関
係
の
仕
事

に
興
味
が
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
と
き　

11
月
８
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

■
参
加
企
業　

就
業
場
所
が
萩

　

10
月
１
日
付
け
人
事
異
動
に
伴

い
、「
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進

課
」
は
、
萩
博
物
館
か
ら
市
役
所

本
庁
舎
１
階
西
側
（
文
化
財
保
護

課
の
隣
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

こ
の
関
係
で
、
電
話
番
号
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

は
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

■
電
話　

２
５
・
３
２
９
０

■
Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
５
・
４
０
１
１

　

な
お
、
同
課
と
と
も
に
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
を
担
う
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
萩
博
物
館
内
に

所
在
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課
」
移
転
の
お
知
ら
せ



市報HAGI●2017（平成29）年10月15日号17

市
・
長
門
市
・
阿
武
町
の
事
業
所

※
参
加
企
業
に
つ
い
て
は
、
11
月

初
旬
に
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

（
２
２
・
０
７
１
４
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
推
薦
・
応
募
期
間
の

延
長

　

市
報
９
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
候
補
者
の
推
薦
・
応
募
を
受
け

付
け
ま
し
た
が
、
川
内
・
椿
地
区
、

椿
東
・
三
見
・
川
上
・
江
崎
・
小
川
・

吉
部
・
高
俣
・
須
佐
・
佐
々
並
・
福
井

地
区
の
受
付
者
が
定
数
に
満
た
な

か
っ
た
た
め
、
11
月
30
日
ま
で
推

薦
・
応
募
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
委
員
の
推
薦
・
応

募
は
締
め
切
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

萩
市
農
業
委
員
会（
２
５
・
３
４
０

５
、２
５
・
３
７
９
７
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

○
子
育
て
誕
生
会

■
と
き　

11
月
10
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園

■
内
容　

食
育
に
関
す
る
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

11
月
２
日
ま
で

に
、
日
の
丸
保
育
園
内
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー（
２
５
・
４
４
８
８
）へ

家
族
介
護
者
の
視
察
見
学
会

　

在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
の
視
察
見
学
で
す
。

■
と
き　

11
月
30
日
（
木
）
午
前

９
時
～
午
後
６
時
30
分

■
と
こ
ろ　

周
防
大
島
町

※
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
合
。

■
内
容　

お
げ
ん
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
視
察
見
学
、
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
サ
ザ
ン
セ
ト
で
名
物
「
み
か

ん
鍋
」
の
昼
食

■
対
象
者　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
さ
れ
て
い
る
方

■
参
加
料　

１
２
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

11
月
16
日
ま
で
に
、
萩
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）

河
村
へ

「TW
ILIG

H
T EX

P
R

ES
S

 

瑞
風
」
こ
ど
も
駅
長
（
11
月・

12
月
）

　

駅
長
に
な
り
き
り
、
体
験
を
通

じ
て
「
瑞み
ず
か
ぜ風
」
を
も
っ
と
身
近
に

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

11
月
12
日
、
26
日
、
12

月
10
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）、

午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
萩
駅
（
現
地
集

合
）

■
内
容　

①
市
内
観
光
を
終
え
た

乗
客
の
お
出
迎
え
、
②
Ｊ
Ｒ
の
制

服
を
着
て
「
瑞
風
」
の
出
発
合
図

■
対
象
者　

小
学
生
（
要
保
護
者

同
伴
）

■
募
集
人
数　

各
日
２
人
（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
料　

無
料

■
特
典　
「
瑞
風
」
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
応
募
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に
次

の
事
項
を
明
記
の
う
え
、
郵
送

①
参
加
希
望
者
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
学
校
名
、
学
年
、
性
別
、

身
長　

②
同
伴
す
る
保
護
者
の
氏

名　

③
連
絡
先
（
郵
便
番
号
、
住

所
、
保
護
者
の
電
話
番
号
）
④

参
加
希
望
日
（
第
２
希
望
ま
で
）、

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
あ
れ
ば
）

■
応
募
締
切　

10
月
27
日

※
当
日
消
印
有
効
。
当
選
者
に
は

11
月
２
日
ま
で
に
連
絡
。

問
い
合
わ
せ

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
観

光
課　

瑞
風
こ
ど
も
駅
長
募
集
担

当
（
２
５
・
３
１
３
９
）

花
と
緑
の
推
進
事
業
補
助
金

～
10
月
は
花
と
緑
の
月
間
～

　

市
で
は
、
萩
の
花
と
緑
を
守
り

育
て
次
世
代
に
継
承
す
る
「
萩
市

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に

基
づ
き
、
市
民
や
事
業
者
の
花
と

緑
の
推
進
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

①
つ
る
植
物
を
植
栽
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
被ひ
ふ
く覆
に
よ

る
緑
化

②
生
垣
の
植
栽
に
よ
る
緑
化

③
萩
地
域
は
夏
み
か
ん
を
、
他
の

地
域
は
花
木
に
よ
る
緑
化
を
優
先

■
申
込
資
格

・
他
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い

・
年
度
内
に
事
業
を
完
了
す
る

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

■
申
込
方
法　

都
市
計
画
課
備
え

付
け
の
申
請
書
を
提
出

※
事
前
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
１
６
０
）

旭
地
域
探
訪
ツ
ア
ー
参
加
者

「
さ
さ
な
み
の
秋
み
ー
つ
け
た
」

■
と
き　

11
月
15
日
（
水
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

佐
々
並
地
区

※
午
前
９
時
30
分
に
萩
市
役
所
集

合
、
午
後
３
時
に
解
散
。

■
内
容　

国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
で
あ
る
佐
々
並
の

街
並
み
散
策
→
苔
玉
造
り
体
験
→

昼
食
・
休
憩
→
観
光
農
園
で
り
ん

ご
狩
り

■
定
員　

20
人

■
参
加
料　

２
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
31
日
ま
で
に
、
佐
々
並
支
所

（
５
６
・
０
２
１
１
）
へ

対象 ①ブロック被覆 ②生垣の植栽 ③夏みかんや花木の植栽

個別
要件

◦幅員４m 以上の道路
に５ｍ以上接する
◦ブロック外部に 2〜
2.5m間隔で植栽（植栽
できない場合はブロッ
クを開口し内部に植栽）

◦幅員4m以上の道路沿
いに、植栽の延長が5ｍ以
上接する
◦高さ0.9ｍ以上、1ｍに
つき３本の植栽

◦成長後道路からも眺
めることできる
◦夏みかんは苗または
成木で 20 本以内
◦花木の苗木は 5 本以内

補助
率等

つる植物の植栽、開
口に要する経費の 1/2

（上限５万円）

◦経費の1/2（重点景観
計画区域）5000円/m、
延長20ｍ以内
◦経費の３分の1（区域外）
3500円/m、延長20ｍ以内

植栽に要する経費の
1/2（上限 3万円）

■個別要件、補助率等
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明
る
く
楽
し
い
介
護
川
柳

　

11
月
11
日
は
介
護
の
日
で
す
。

介
護
の
中
で
ふ
と
感
じ
る
気
持
ち

な
ど
の
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

■
部
門

▽
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
市
内
の
小
・

中
学
生
）

▽
一
般
の
部
（
市
内
在
住
・
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
方
）

■
表
彰　

高
齢
者
虐
待
防
止
研
修

会
で
表
彰

■
応
募
方
法　

12
月
11
日
ま
で

に
、
任
意
の
用
紙
で
１
人
２
句
ま

で
（
自
作
で
未
発
表
の
も
の
）
と
、

住
所
、
氏
名
・
ふ
り
が
な
、
年
齢
、

電
話
番
号
、学
校
名
と
学
年（
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
の
み
）を
記
入
し
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
４
１　

萩
市
江

向
３
５
６
‐
３ 

萩
市
社
会
福
祉

協
議
会（
２
２
・
２
２
８
９
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
２
・
２
０
２
６
）

秋
の
星
座
・
ペ
ガ
ス
ス
の

大
四
辺
形
を
探
そ
う
！

■
と
き　

10
月
27
日
（
金
）
午
後

７
時
30
分
～
９
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
天
体
観
望

室■
内
容　

秋
の
代
表
的
な
星
座
・

ペ
ガ
ス
ス
の
大
四
辺
形
や
、
地
球

か
ら
遠
く
離
れ
た
惑
星
・
天
王
星

と
海
王
星
も
観
望
し
ま
す
。

■
講
師　

吉
田
恭き
ょ
う
い
ち
一
・
廣ひ
ろ
か
ね兼

哲て
つ
ろ
う朗
（
萩
博
物
館
天
文
指
導
員
）

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
講
習
会

■
と
き　

11
月
２
日
（
木
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時
（
受
付
は
午
前

９
時
30
分
～
50
分
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
実
習
室

■
講
師　

萩
市
子
育
て
支
援
課
栄

養
士

■
内
容　

調
理
実
習
「
ア
レ
ル

ギ
ー
除
去
食
（
卵
・
小
麦
粉
・
乳

製
品
）」

■
対
象
者　

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
、
子

育
て
中
の
方
、
子
育
て
に
関
心
の

あ
る
方

■
定
員　

20
人

※
託
児
有
り
（
先
着
15
人
、
申
込

時
に
予
約
、
当
日
の
申
込
不
可
）

申
し
込
み

10
月
26
日
ま
で
に
、
は
ぎ
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
２
４
・
０
５
３
０
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

萩
東
中
公
開
講
座

～
そ
う
だ
！
萩
東
中
へ
行
こ
う
～

■
と
き　

11
月
19
日
（
日
）
午
後

２
時
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
東
中
学
校

■
内
容　

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
健
康
・

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
パ

ソ
コ
ン
・
電
子
工
作
・
合
唱
・
子

育
て
・
中
学
校
授
業
体
験
（
国
語
、

英
語
、
技
術
）
等
、
専
門
家
を
講

師
に
迎
え
全
11
講
座

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
可

■
定
員　

各
講
座
と
も
概
ね
20
人

程
度
（
先
着
順
）、
講
座
に
よ
っ

て
は
当
日
参
加
も
可
能

■
参
加
料　

無
料
（
実
習
費
が
か

か
る
講
座
は
個
人
負
担
）

主
催
・
申
し
込
み

10
月
27
日
ま
で
に
、萩
東
中
学
校

（
２
５
・
２
７
２
１
、メ
ー
ルhiga

shi-jh@
edu.city.hagi.lg.jp

）へ

萩
往
還
語
り
部
研
修
会

　

歴
史
の
道
「
萩
往
還
」
の
魅
力

を
伝
え
て
い
く
語
り
部
育
成
の
た

め
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
後

日
、
実
地
研
修
と
し
て
萩
往
還
53

㎞
を
４
回
に
分
け
て
歩
き
ま
す
。

　

研
修
後
に
新
規
会
員
と
な
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

■
と
き　

12
月
７
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
５
時

■
と
こ
ろ　

山
口
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
（
山
口
市
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
現
地
研
修　

土
・
日
曜
日
に
設

定
予
定

問
い
合
わ
せ　

11
月
10
日
ま
で
に
、
や
ま
ぐ
ち
萩

往
還
語
り
部
の
会（
０
８
３
・
９
２

０
・
３
３
２
３
、Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）へ

　

母
子
・
父
子
・
寡
婦
家
庭
の
経
済

的
自
立
の
援
助
や
、
そ
の
扶
養
し
て

い
る
子
ど
も
の
福
祉
の
た
め
、
12
種

類
の
資
金
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み　

子
育
て
支
援
課

（
２
５
・
３
２
５
９
）

資金の種類 貸付対象および資金内容 貸付限度額 利率

事業開始資金 事業の開始に必要な設備・機械・材
料等の購入費 2,850,000円 ※1

事業継続資金 現在営んでいる事業の継続に必要
な商品等の購入費等運転資金 1,430,000円 ※1

修学資金 高等学校・大学・短大・高等専門学
校・専修学校での修学に必要な経費

月額27,000円
～96,000円 無利子

技能習得資金 自ら事業を開始、または就職する
ために必要な授業料・材料費等 月額68,000円 ※1

修業資金 事業の開始、または就職するため
に必要な知識技能習得の経費 月額68,000円 無利子

就職支度金 就職に必要な経費 100,000円 ※2

医療介護資金 医療・介護を受けるために必要な
経費

医療 340,000円
介護 500,000円 ※1

生活資金 生活の安定、維持に必要な経費 月額103,000円 ※1

住宅資金 住宅の建設・購入、補修・改築、増築
に必要な経費 1,500,000円 ※1

転宅資金 住宅の移転に必要な経費 260,000円 ※1

就学支度金 入学または修業施設への入所に必
要な経費

40,600円～
590,000円 無利子

結婚資金
母子・父子家庭の母・父が扶養する
児童、寡婦が扶養する子の婚姻に
必要な経費

300,000円 ※1

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

※１　連帯保証人を立てる場合は無利子・連帯保証人を立てない場合は年 1.0％
※２　母・父が扶養する児童に係る貸付の場合および連帯保証人を立てる場合は
　　無利子・連帯保証人を立てない場合は年 1.0％



市報HAGI●2017（平成29）年10月15日号19

空
き
家
相
続
セ
ミ
ナ
ー
＆
専

門
家
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

空
き
家
の
管
理
や
活
用
、相
続

等
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
と
し

た
、司
法
書
士
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

と
専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
28
日
（
土
）
セ
ミ

ナ
ー
：
午
前
９
時
〜
10
時
、
相
談

会
：
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
相
談
員　

司
法
書
士
、
宅
地
建

物
取
引
士
、
弁
護
士
、
税
理
士

■
定
員　

セ
ミ
ナ
ー
（
30
人
程

度
）、
相
談
会
（
15
組
程
度
、
１

組
30
分
以
内
）

※
当
日
先
着
順
。
相
談
内
容
に
関

す
る
資
料
を
持
参
い
た
だ
く
と
、

具
体
的
な
相
談
が
可
能
。

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

山
口
県
、
萩
市

問
い
合
わ
せ

建
築
課
（
２
５
・
２
３
１
４
）

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

■
と
き　

11
月
16
日
（
木
）
午
後

１
時
40
分
〜
２
時
40
分

躍や
く
ど
う動
小
品
展

　

萩
、
長
門
の
会
員
の
絵
画
を
展

示
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
24
日
（
火
）
〜
26

日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

躍
動
会
（
２
６
・
０
６
０
５
）
藤

﨑 ■
と
こ
ろ　

萩
市
地
域
医
療
連
携

支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
安
古
町
）

■
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者
等

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

■
相
談
員　

山
口
県
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
指
定
医　

■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

11
月
１
日
ま
で
に
、
福
祉
支
援
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）
へ

【
萩
図
書
館
】

○
図
書
館
ま
つ
り

■
と
き　

10
月
29
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
内
容　

▽
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
で

ご
案
内
（
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
）、
▽
上
映
会
「
日
本
昔
ば
な

し
」「
ム
ー
ミ
ン 

パ
ペ
ッ
ト
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
」（
午
前
10
時
〜
正

午
）、
▽
竹
と
ん
ぼ
と
ガ
リ
ガ
リ

コ
プ
タ
ー
で
あ
そ
ぼ
！
（
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
２
時
）、
▽
貸
出

体
験
！
移
動
図
書
館
わ
く
わ
く

号（
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

午
後
２
時
〜
３
時
）、
▽
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
チ
ャ
ン
プ
大
会
（
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
）、
▽
お
は
な

し
会
（
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
）

○
ぶ
ら
り 
ぶ
ら
い
ん
ど 

ぶ
っ
く         

ま
ー
け
っ
と

■
と
き　

10
月
１
日
（
日
）
〜
12

月
30
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後

９
時

■
内
容　

本
の
交
換
会

○
古
本
市

■
と
き　

11
月
12
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
30
分

【
須
佐
図
書
館
】

○
古
本
市

■
と
き　

10
月
28
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
内
容　

▽
古
本
の
無
料
提
供
、

▽
雑
誌
ふ
ろ
く
釣
り
（
９
時
30
分

〜
無
く
な
り
次
第
終
了
）

○
し
か
け
絵
本
の
ミ
ニ
展
示
＆

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
手
作
り
体

験■
と
き　

10
月
28
日
（
土
）
〜
11

月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
６
時

■
内
容　

須
佐
図
書
館
所
蔵
の
し

か
け
絵
本
約
30
冊
の
展
示
、
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
作
り

○
ブ
ッ
ク
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
体
験
教
室

■
と
き　

10
月
29
日
（
日
）
〜
11

月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時

■
内
容　

自
分
の
持
っ
て
い
る
本

に
本
用
の
フ
ィ
ル
ム
を
か
け
る
体

験■
対
象
者　

小
学
生
以
上

■
持
参
物　

本
（
３
冊
ま
で
）

【
明
木
図
書
館
】

〇
石
井
桃も
も

子
フ
ォ
ト
・
資
料
展

■
と
き　

10
月
20
日
（
金
）
〜
11

月
30
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分

■
内
容　

石
井
桃
子
生
誕
１
１
０

年
・
か
つ
ら
文
庫
60
周
年
を
記
念

し
て
、
関
連
図
書
や
写
真
を
展
示

〇
絵
本
お
す
す
め
大
会

■
と
き　

11
月
１
日
（
水
）
午
後

３
時
30
分
〜

■
内
容　

ペ
ア
を
組
ん
で
、
相
手

に
合
っ
た
絵
本
を
紹
介
し
合
う

■
対
象
者　

小
学
生

〇
図
書
館
の
ヒ
ミ
ツ
体
験

■
と
き　

11
月
８
日
（
水
）
午
後

３
時
30
分
〜

■
内
容　

明
木
図
書
館
振
子
時
計

の
ネ
ジ
巻
き
や
本
の
修
理
な
ど
、

普
段
で
き
な
い
ヒ
ミ
ツ
の
体
験
を

す
る

○
古
本
市

■
と
き　

11
月
19
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

■
内
容　

▽
古
本
等
を
無
償
提

供
、
▽
写
真
展
「
明
木
図
書
館
の

で
き
る
ま
で
」

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

須
佐
図
書
館

（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
５
０
０
）

明
木
図
書
館
（
５
５
・
０
３
１
４
）
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ハ
ロ
ウ
ィ
ン
た
ま
ち
＆
結ゆ
い

ま
つ
り
２
０
１
７

　

市
民
活
動
団
体
と
市
民
と
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
団
体
の
活
動

発
表
や
出
展
等
を
行
う「
結
ま
つ

り
」と「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
た
ま
ち
」
を

同
時
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
21
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

田
町
商
店
街
、
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
「
結
」

■
内
容　

活
動
発
表
会
、ダ
ン
ス
、

蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
・
萩
焼
な
ど
各

種
団
体
に
よ
る
販
売
コ
ー
ナ
ー
、

音
楽
イ
ベ
ン
ト
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

シ
ョ
ー
、
手
作
り
パ
ン
・
弁
当
販

売
、仮
装
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
（
先
着
１
０
０
人

無
料
）、
大
く
じ
引
き
大
会
（
特

賞
は
萩
・
石
見
空
港
発
東
京
往
復

ペ
ア
航
空
券
）
な
ど

※
く
じ
引
き
大
会
の
く
じ
は
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
な
ど
で
配

布
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
４
カ
所

で
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
も
の
）
と

引
き
換
え
。

〇
参
加
者
募
集

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
】

午
前
11
時
〜
（
申
込
不
要
、
午
前

10
時
50
分
ま
で
に
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
、
た
ま
ち
広
場
に

集
合
）

【
仮
装
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
】

午
後
２
時
50
分
〜
（
参
加
無
料
、

申
込
は
午
後
１
時
30
分
ま
で
に
総

合
案
内
所
で
受
付
、
午
後
２
時
20

分
ま
で
に
、
Ｊ
Ｏ
Ｙ
２
０
１
ス
テ

ー
ジ
裏
に
集
合
）

■
主
催　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
た
ま
ち
＆

結
ま
つ
り
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
結
」

（
２
４
・
０
１
６
１
）

あ
り
が
と
う
７
周
年 
道
の

駅
・
萩
往
還 

秋
の
感
謝
祭

　

オ
ー
プ
ン
７
周
年
を
迎
え
「
感

謝
の
気
持
ち
を
、
み
な
さ
ま
に
」

と
題
し
て
、
実
り
の
秋
を
象
徴
す

る
萩
の
山
の
幸
を
中
心
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
22
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
・
萩
往
還

■
内
容　

招
福
く
じ
（
税
込
１
０

０
０
円
の
お
買
上
げ
ご
と
に
１

回
、
先
着
１
０
０
０
個
の
景
品
。

特
賞
「
山
口
県
産
の
マ
ツ
タ
ケ
」

「
萩
産
新
米
」
ほ
か
農
産
物
や
清

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

四
季
折
々
の
草
花
や
樹
木
に
、

小
鳥
を
は
じ
め
小
動
物
や
昆
虫
、

魚
な
ど
を
取
り
合
わ
せ
た
絵
画
を

花
鳥
画
と
い
い
ま
す
。
浮
世
絵
版

画
で
は
、
歌
う
た
が
わ川
広ひ
ろ
し
げ重
は
叙
情
的
な

花
鳥
画
を
数
多
く
作
り
人
気
を
誇

り
、
葛
か
つ
し
か飾
北ほ
く
さ
い
斎
は
得
意
の
幾
何
学

的
な
画
面
構
成
に
よ
る
個
性
的
な

作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
　

【
後
期
】10
月
22
日（
日
）ま
で

プ
リ
テ
ィ
ー
♡
プ
リ
ン
ト

特
別
展

江
戸
の
花
鳥
版
画
展

中
短
冊
判
錦
絵 

天
保
３
〜
６
年
（
１
８
３
２

〜
35
）
頃 

海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵

　

花
鳥
版
画
に
描
か
れ
た
、か
わ

い
い
動
物
や
カ
ラ
フ
ル
な
花
々
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円
、
18

歳
以
下
は
無
料

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

　

学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
。

■
と
き　

10
月
15
日
（
日
）、22
日

（
日
）午
前
11
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

本
館
２
階
展
示
室

※
観
覧
券
が
必
要
（
申
込
不
要
）。

　
　
秋
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

■
と
き　

11
月
５
日
（
日
）
午
後

３
時
〜
３
時
45
分

■
と
こ
ろ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ

ビ
ー

■
演
奏
者　

藤
本
茉ま

な

み
奈
美
（
オ
ー

ボ
エ
）、
小
林
知と
も
よ世

（
ピ
ア
ノ
）

■
演
奏
曲　
「
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲

よ
り
第
１
楽
章
」
Ｗ
・
Ａ
・
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
、「
風
笛
〜
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説『
あ
す
か
』の
テ
ー

マ
〜
」、「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
」

ほ
か

※
曲
目
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

■
定
員　

１
０
０
人
程
度
（
当
日

先
着
順
）

■
入
場
料　

無
料
（
展
示
室
の
入

場
は
観
覧
券
が
必
要
）

「牡丹に蝶」葛飾北斎
 横大判錦絵 天保２〜５年
(1831 〜 34）頃
 和泉市久保惣記念美術館蔵

「月下の兎」
 歌川広重　

涼
飲
料
水
な
ど
。
空
く
じ
な
し
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
・
萩
往
還

（
２
２
・
９
８
８
９
）

い
い
お
産
の
日
２
０
１
７

in
萩

　

11
月
３
日
を「
い
い
お
産
の
日
」

と
し
て
み
ん
な
で
妊
娠
・
出
産
・

育
児
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
助
産

師
が
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
「
つ
な
が
る
命　

み
ん
な

で
子
育
て
」
を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）

午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

児
童
館

■
内
容　

親
子
の
リ
ズ
ム
体
操
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ア
フ
タ
ー
ビ
ク
ス
、

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
展
示
・
相

談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ

「
い
い
お
産
の
日
」
実
行
委
員
会

（
０
９
０
・
７
９
９
５
・
７
８
４
３
）

飯
田

つ
ば
き
ふ
く
し
祭
り

■
と
き　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

福
祉
複
合
施
設
つ
ば

き
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コース
乗船料

料金
区分

佐
さ ざ れ

々連コース
（約 50 分）

重
じゅうべいいわ

塀岩コース
（約 90 分）

大人
（中学生以上）

通常
料金 1,200 円 2,000 円

割引
料金 1,000 円 1,500 円

小人
（小学生以下）

通常
料金 600 円

割引
料金 500 円

３歳未満 無料
※割引料金：「20人以上の団体」

■
内
容　

入
居
者
作
品
展
、
即
売

会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
屋
台
、

ゲ
ー
ム
各
種
、
餅
ま
き
大
会
、
エ

イ
サ
ー
舞
踊
な
ど

※
雨
天
時
は
屋
内
で
開
催
。

■
主
催　

萩
市
社
会
福
祉
事
業
団

問
い
合
わ
せ

福
祉
複
合
施
設
つ
ば
き（
２
４
・
４

１
２
８
）

萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船

秋
の
運
航
開
始

　

阿
武
川
ダ
ム
湖
の
湖
面
か
ら
眺

め
る
、
風
光
明
媚
な
秋
の
景
色
が

楽
し
め
ま
す
。
船
頭
に
よ
る
川
上

地
域
に
伝
わ
る
阿
武
川
平
家
伝
説

の
ガ
イ
ド
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

■
運
航
期
間　

10
月
28
日（
土
）〜

11
月
26
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後

４
時（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

※
湖
面
の
水
位
や
天
候
に
よ
り
運

休
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船
（
０
９

０
・
４
１
０
４
・
４
９
２
４
）、
萩

八
景
遊
覧
船
（
２
１
・
７
７
０
８
）

萩
市
民
音
楽
祭

■
と
き　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）

午
後
０
時
30
分
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

小
・
中
学
校
、
高
校
、

一
般
の
各
部
門
で
、
コ
ン
ク
ー
ル

等
入
賞
者
の
演
奏
、
市
内
音
楽
団

体
に
よ
る
演
奏

■
記
念
演
奏　

木も
っ
か
ん管
五ご
じ
ゅ
う
そ
う

重
奏
団

「V

ビ
ブ
ラ
ー
ト

ibrato

」（
福
岡
県
）

■
入
場
料　

３
０
０
円
（
会
員
、

高
校
生
以
下
無
料
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
音
楽
協
会

（
２
６
・
３
５
１
０
）
宮
木

秋
の
園
芸
展
（
盆
栽
展
・

お
も
と
展
）

■
と
き  

11
月
４
日
（
土
）・
５

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ  

市
民
館

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
園
芸
友
の
会（
２
２
・７
３
０
２
）

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

没
後
１
０
０
年
記
念
企
画
展

第
２
章　

庸
三
の
イ
ギ
リ
ス
留
学

　

庸
三
は
、
文
久
３
年
（
１
８
６

３
）、
海
外
渡
航
禁
止
令
を
破
り
、

イ
ギ
リ
ス
へ
の
渡
航
を
果
た
し
ま

す
。
同
志
は
井
上
馨
、
井
上
勝
、

遠
藤
謹
助
、
伊
藤
博
文
で
、
西
洋

の
海
軍
術
修
業
を
目
的
と
し
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
は
ロ
ン
ド
ン
大
学

な
ど
で
学
び
、
帰
国
後
、
日
本
の

近
代
化
・
工
業
化
に
貢
献
し
、
の

ち
に
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
か
で

も
庸
三
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地

方
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
、
昼
間
は
造
船

所
で
働
き
な
が
ら
夜
間
は
学
校
に

通
い
ま
し
た
。庸
三
は
留
学
先
で
、

専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
獲
得
し

た
の
で
す
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）
※
会
期
中
無
休

貴重資料！「庸三がグラスゴーで使用したノ
コギリとカンナ」（山尾家寄贈　萩博物館蔵）
▽庸三がグラスゴーのネイピア造船所で使った
ものとして、山尾家で大切に保存されていた。「長
州ファイブ」のメンバーがイギリス留学中に使
用した器物としては、現存唯一の資料

国内現存最古！「庸三あてロ
ンドン大学の科学講座優等
賞」( 山尾家寄贈　萩博物館蔵 )

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

担
当
学
芸
員
が
展
示
解
説
し
ま

す
。
開
始
５
分
前
に
企
画
展
示
室

入
口
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。

11
月
11
日
（
土
）、12
月
２
日
（
土
）

午
後
２
時
〜

■
参
加
料　

無
料
（
観
覧
料
が
必

要
）

佐
々
木

萩
総
ま
つ
り

■
と
き　

11
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
15
分
〜
午
後
２
時
25
分

■
と
こ
ろ　

萩
総
合
支
援
学
校

■
内
容　

児
童
・
生
徒
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
作
品
展
示
、
育
友
会
バ

ザ
ー
、
食
堂
、
喫
茶
等

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
総
合
支
援
学
校（
２
５
・
７
２
８

０
）
藤
村
・
三
好

人
形
劇
団
プ
ー
ク 

「
三
び

き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど

ん
」
舞
台
鑑
賞
会

■
と
き　

11
月
19
日
（
日
）
午
後

３
時
〜
４
時
30
分
（
開
場 

午
後

２
時
40
分
）

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
入
場
料　

前
売
券
２
０
０
０
円

（
４
歳
以
上
）、
当
日
２
５
０
０
円

※
萩
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
会
員
は

１
５
０
０
円
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
子
ど
も
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
内
）

（
２
５
・
７
５
４
０
）

日
本
の
工
学
の
父　

山
尾
庸
三

12
月
３
日（
日
）ま
で
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■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

毎週㊎
ちっちゃなおはなし会 11:00〜 明木図書館

18㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館

20㊎
「生誕110年・かつら文庫60周
年記念 石井桃子フォト・資料
展」〜11/30㊍

9:00〜 明木図書館

25㊌  「草の芽」のおはなし会 15:30〜 明木図書館
27㊎ イラスト教室 15:30〜 明木図書館

28㊏
まなぼう館「古本市」 9:30〜 須佐図書館
しかけ絵本のミニ展示＆ポッ
プアップカード手作り体験
〜11/12㊐

9:30〜 須佐図書館

29㊐
萩図書館まつり 10:00〜 萩図書館
ブックコーティング体験教室
〜11/12㊐ 9:30〜 須佐図書館

【休館日】 須佐図書館：16㊊、18㊌、23㊊、30㊊
   　　　明木図書館：16㊊、23㊊、30㊊

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:30〜
18㊌ 元気なときにかかる医者 10:30〜11:30 
19㊍ 子育て応援講座（適量ってなぁに？） 10:30〜12:00 
25㊌ 国際交流員とあそぼ（子ども図書館） 16:00〜
26㊍ 子育て相談 10:30〜11:30 
27㊎ だんすダンス！ 19:00〜20:00

28㊏

卓球教室（対象：小学生、参加料：無料、要申込） 10:00〜11:30 
モーリマスクでLet'sハロウィン
①モーリマスクを作ろう（対象：小学生以
上、定員：20人、参加料：300円、要申込）
②仮装パレードに参加しよう（対象：どなた
でも、定員：50人、参加料：無料、要申込）

13:00〜16:00

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
17㊋、24㊋、31㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
17㊋ 絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30

24㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」（運動あそび） 10:30〜11:30
発達相談日 11:30〜15:00

萩健康福祉センター ☎25・2667 （要予約）

17㊋
25㊌

　心の健康相談
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）

13:00 〜
13:00 〜

地域むつみ・福栄
10:00〜むつみ農村環境改善セ
10:00〜むつみ農村環境改善セ

8:50〜JAあぶらんど萩阿中支所前駐車場

●乳児相談（要予約）
　保推お楽しみ会
　福栄健康づくりウォーキング（要予約）

18㊌

29㊐

田万川・須佐 地域
9:30〜弥富公民館

10:00〜田万川保セ
10:00〜須佐保セ
9:30〜須佐保セ

10:00〜田万川総合事務所
13:30〜須佐保セ

　弥富ウエルネス教室
　健康ちょきん教室
●すくすく相談会
　元気もりもり体操会
　エアロビクス
　みんなの健康運動教室

16㊊
17㊋
19㊍
20㊎

27㊎

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

13:30〜御許町公会堂
9:30〜北木間公会堂

13:00〜萩市保セ
13:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

13:30〜浜崎みんなの家
13:30〜萩市保セ

10:30〜中央公園

9:30〜萩市保セ
10:０0〜萩市保セ

9:30〜萩市保セ
13:30〜堀内公会堂

10:30〜中央公園
8:30〜萩市保セ

16㊊
17㊋

18㊌
19㊍

20㊎

21㊏

24㊋
26㊍

27㊎

29㊐

　御許町健康教室
　北木間健康教室
●3歳児健康診査
●1歳6か月児健康診査
●10か月児健康相談
　浜崎タマちゃん体操会
　こころの相談日（要予約）
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

　朝ごはんメニューコンテスト二次審査会

　こころの相談日（要予約）
●5か月児健康相談
　堀内健康教室
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

　子宮がん・乳がん検診

17㊋ 萩グラウンド・ゴルフ協会長杯大会
8:30〜萩スポーツ広場

22㊐ 萩市長杯兼萩オープンテニスシングルス大会
9:00〜萩市テニスコート

27㊎ 秋季萩市少林寺拳法大会　　　　　18:30〜萩武道館

28㊏ 秋季野球大会兼武田杯争奪大会（混合）
（29、11/3、4、5、18、19、23、25、26）　　13:30〜萩スタジアム

29㊐ 全日本少年サッカー大会萩地区予選会（11/3）
9:00〜萩スポーツ広場

9:00〜川上保セ
9:00〜旭マルチメディアセ

　川上ヘルシー教室
　明木・歴史ウォーキング

18㊌
24㊋

地域川上・旭

※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時、日曜・祝日の当番（休日急患診療
　センター）は、午前９時〜午後４時、午後５時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※小児科は、24日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※救急医療は急患のためのものです。

夜間・休日当番医の診療時間

◆萩幼稚園（22・0775）
17㊋ 未就園児開放日「ひよこ組」

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11:30

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）

25㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープ
サート、パネルシアターなど

10:00〜11：30
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26・1397
08388・5・0863

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

22日㊐
29日㊐

休日急患診療セ
福賀（阿武町）

※阿北地区（萩地域以外）

情報カレンダー日月火水木金土
64 5 7

98 11 12 13 14
17

2324
15 1920 2118
22 27 2826
16

30 3129
25

10
31 2

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認
してください。

＃８０００

（受付時間：午後７時〜翌朝８時）

電話相談
小児救急医療
にかかる前に

16  →31日 日

10月

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊊
●萩・移動市長室（小川地区） （13:30〜/小川交流センター1階会議室）外科 めづき（土原） 22・2248

内科 全真会（玉江浦） 22・4106

17㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 かわかみ（椿東） 21･7538

内科 中坪（今魚店町） 22･5430

18㊌
●戦没者追悼式 （10:00〜/市民館大ホール）外科 花宮（平安古町） 25・8738
○年金出張相談 （10:00〜/須佐総合事務所）内科 中嶋（今古萩町） 22・2206
●萩・移動市長室（江崎地区）　　　　　（14:00〜/田万川総合事務所2階大会議室）

19㊍
●行政相談 外科 大藤（椿） 21・0002

（10:00〜/むつみコミュニティーセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 市原（塩屋町） 22･0184

20㊎
外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

21㊏
●萩・竹灯路物語プレミアム 〜22日 （18:00〜/城下町周辺）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 柳井（橋本町） 22・0748

22㊐
●県PTA研修大会萩大会 （12:40〜/市民館大ホール） 内科（外科）・歯科

休日急患診療センター（椿）26・1397

23㊊
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 みやうち（椿） 25・2500

24㊋
○高齢者写真教室「シャッターチャンスほほえみ」秋季写真展 〜26日 外科 萩むらた（今古萩町）25・9170

（9:00〜/市民館）内科 全真会（玉江浦） 22・4106
○躍動小品展（絵画） 〜26日 （10:00〜/市民館小ホール）小児科 いわたに（椿東） 24･2100
○心配ごと相談 （13:30〜/川上総合事務所会議室）

25㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 兼田（吉田町） 22・1113

内科 波多野（堀内） 25・2788

26㊍
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）外科 田町（東田町） 24・1234

内科 萩慈生（玉江） 25・6622

27㊎
●萩・移動市長室（明木地区）　　　（10:00〜/旭マルチメディアセンター中会議室）外科 めづき（土原） 22・2248
●山陰自動車道（益田〜萩間）整備促進決起大会　　（13:30〜/JAあぶらんど萩）内科 市原（塩屋町） 22･0184

28㊏
○萩・長門峡観光遊覧船 秋の運航 〜11/26　　　　（9:00〜/川上・明神島運動公園）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
○MOA美術館萩・長門地域児童作品展 〜29日　　　（10:00〜/市民館小ホール）内科 藤原（土原） 22・0781

29㊐

　大板山ミニたたら操業祭 （8:00〜/大板山たたら製鉄遺跡周辺） 内科（外科）・歯科
○農産物加工販売所「つつじ」収穫大感謝祭　（9:00〜/農産物加工販売所「つつじ」）休日急患診療センター（椿）26・1397
○道の駅まつり （9:00〜/道の駅「あさひ」）
　薩長「志」シンポジウム（トークセッション）　（10:00〜/萩・明倫学舎、萩博物館）
　薩長「志」シンポジウム（基調講演・パネルディスカッション）

（14:00〜/市民館大ホール）

30㊊
●萩・移動市長室（高俣地区）　（10:30〜/むつみコミュニティーセンター老人作業所）外科 玉木（瓦町） 22・0030
●萩・移動市長室（弥富地区） （14:30〜/弥富公民館学習相談室）内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

31㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 中坪（今魚店町） 22･5430

  1㊌

2 ㊍

11

萩・阿武
24時間年中無休・無料
☎ 0120・506・322へ

急病時の相談や、医療・
健康に関することは、

　明治維新 150 年祭関連イベント
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■人の動き（平成29年9月末日）
人口／48,895人（前月比−42）
男／22,488人（前月比ー22） 女／26,407人（前月比ー20）
世帯数／23,782世帯（前月比ー9） 出生／20人  死亡／64

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより
本人または親族の方から申し出があった住所にて
掲載しています。（敬称略）
※９月15日〜９月30日受付分。

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

右の QR コードを読み込んで無料アプリ
「マチイロ」をダウンロードしてください。

「市報 萩」をスマートフォンへ配信中！

　農民の吉
よしたけ

武家に生まれ、幼くして出家、萩の東光寺・
通
つう し ん じ

心寺に学び、釈
しゃくていざん

提山と名乗りました。19歳の安政
４年（1857）松下村塾に入り、塾舎に寄宿して炊事
をしながら吉田松陰に学びました。 
　文久３年（1863）七

しちぎょうおち

卿落のころ京都近辺に滞在。
元
げ ん じ

治元年（1864）禁門の変では伏見方面の戦闘に参
加し負傷しました。この前後に還

げんぞく

俗して松本鼎と改
名しました。藩に帰るとただちに山田顕

あきよし

義や品川弥
二郎らとともに御

みた て た い

楯隊を組織し、書記となりました。
長州戦争（四境戦争）では芸

げいしゅうぐち

州口に戦って功をあげ、
士
さむらいやとい

雇に登用されました。明治元年（1868）整
せいぶ た い

武隊軍
監として戊辰戦争に従軍、翌年、箱館（函館）五稜郭
の攻略に戦いました。
　凱旋後は藩の要職につきますが、明治２年、脱隊騒
動の責任をとり辞職しました。その後、大阪府・熊本
県に出仕し、明治15年（1882）和歌山県に転出し、
翌年、和歌山県令（のちに県知事）となりました。県
会で民力の疲弊を指摘し、倹約の方針を実行に移しま
した。明治23年、第１回衆議院選挙に和歌山３区か
ら当選、のちに貴族院議員となりました。
　晩年は京都に移住し、品川弥二郎が創始した尊

そんじょうどう

攘堂
（京都大学に現存）の運営に尽力しました。

松本 鼎
かなえ

倹約励行の和歌山県知事

【生没年】　1839 ～ 1907 年（天保 10 ～明治 40）
【享　年】　69 歳
【誕生地】　周防国佐波郡田島村（防府市）
【墓　所】　不明

萩・幕末維新
人物ものがたり

18

（萩博物館蔵）

今年は松本鼎没後110 年になります。

hagi表紙 秋の観光シーズンスタート！
〜着物で萩の町並みを楽しもう〜

10 月 1 日、着物姿で城下町の散策を楽しむ「着物ウ
ィーク in 萩プレミアム」が始まりました。普段着物
を着ることがない若い女性やカップルらも艶やかな姿
に自然と笑顔に。期間中は旧久保田家住宅でも気軽に
着物をレンタルできますので（着付け込 4,000 円）、
この機会に日常とは違った和の雰囲気を過ごしてみて
はいかがでしょうか。（10 月 22 日まで）

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

○君の膵
すいぞう

臓をたべたい
○エイリアン：コヴェナント
○猿の惑星 聖戦記
○ダイ・ビューティフル
○関ヶ原

上映中〜10/20
上映中〜10/20

上映中
上映中〜10/27
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